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Tales of mystery and imagination
―神秘と幻想の物語

井 田 敦 彦

国立国会図書館の蔵書から

　

本
書
は
米
国
の
作
家
エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー

（
１
８
０
９
‐
１
８
４
９
）
の
短
編
小
説
集
で
、
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
作
家
、
挿
絵
画
家

の
ハ
リ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
（
１
８
８
９
‐
１
９
３
１
）

の
挿
絵
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
の
ジ
ョ
ー

ジ
・
Ｇ
・
ハ
ラ
ッ
プ
社
か
ら
１
９
１
９
年
に
初
版
が
、

１
９
２
３
年
に
第
２
版
が
出
版
さ
れ
ま
し
た（

２
）。

　

20
世
紀
初
頭
の
英
国
で
は
、
印
刷
技
術
の
進
歩
と

購
買
者
層
の
拡
大
を
背
景
に
、
贈
答
本
や
応
接
間
本

と
も
呼
ば
れ
る
大
型
挿
絵
本
の
出
版
ブ
ー
ム
が
起
こ

り
ま
す
。
挿
絵
本
の
黄
金
時
代
と
称
さ
れ
る
こ
の

ブ
ー
ム
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
で
終
わ
っ
た
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
本
書
は
ブ
ー
ム
に
や
や
遅
れ
て
出
版
さ

れ
た
も
の
の
顕
著
な
売
れ
行
き
を
示
し
、
ク
ラ
ー
ク

の
名
は
ロ
ン
ド
ン
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
そ
の
挿
絵
は
ゴ
シ
ッ
ク
的
な
暗
さ
と
幻
想
性
を

特
徴
と
し
、
超
自
然
的
な
存
在
や
内
面
の
観
念
を
暗

示
す
る
よ
う
な
、
不
思
議
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
さ

せ
ま
す
。
ク
ラ
ー
ク
は
１
９
１
４
年
の
３
月
頃
に

ポ
ー
の
短
編
小
説
集
を
読
み
、
そ
の
挿
絵
を
描
き
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す（

３
）。

　

本
書
に
は
、「
黄
金
虫
」「
黒
猫
」「
ア
ッ
シ
ャ
ー

家
の
崩
壊
」「
モ
ル
グ
街
の
殺
人
」
と
い
っ
た
代
表

作
を
含
む
ポ
ー
の
29
の
短
編
が
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
ポ
ー
の
怪
奇
小
説
、
探
偵
小
説
は
児
童
書
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
く
、
そ
の
内
容
は
広

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
般
に
は
あ
ま
り
馴
染
み

今 月 の 一 冊

"Ligeia"（リジイア）より。ポーの小説とクラークの
挿絵は、「作家と挿絵画家の理想的な出会い」の好例
とも言われている 1。

Tales of mystery and imagination
by Edgar Allan Poe ; illustrated by Harry Clarke, 
London : G. G. Harrap, New York : Brentano's, 
[1923?]　381 p., [31] leaves of plates : ill. (some 
col.) ; 28 cm<請求記号 236-37>
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が
な
い
と
思
わ
れ
る
短
編
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
「
群
衆
の
人
」
は
、
ロ
ン
ド
ン
と
い
う
近

代
都
市
に
お
け
る
人
間
を
描
い
た
短
編
で
す
。
こ
の

短
編
の
語
り
手
は
、
こ
こ
数
か
月
健
康
を
害
し
て
い

ま
し
た
が
、今
は
回
復
し
体
力
も
戻
っ
て
き
て
、コ
ー

ヒ
ー
ハ
ウ
ス
（
カ
フ
ェ
）
に
座
り
外
を
眺
め
て
い
ま

す
。
夕
暮
れ
と
と
も
に
人
混
み
は
増
し
て
い
き
、
密

集
し
、
連
続
し
た
人
々
の
流
れ
が
通
り
を
絶
え
ず
行

き
交
っ
て
い
ま
す
。
行
き
交
う
人
々
は
、
資
産
家
、

事
務
員
、
幹
部
事
務
員
、
す
り
、
賭
博
師
、
洒
落
者
、

軍
人
な
ど
様
々
で
す
が
、
い
ず
れ
に
も
分
類
不
能
な

一
人
の
男
が
、
語
り
手
の
注
意
を
強
く
引
き
付
け
ま

す
。
語
り
手
は
店
を
出
て
そ
の
男
の
後
を
付
け
て
い

き
ま
す
。
男
は
夜
の
雑
踏
の
中
、
何
を
す
る
で
も
な

く
、
大
通
り
、
横
丁
、
広
場
、
市
場
な
ど
を
経
巡
り

歩
き
、「
そ
こ
は
、
ロ
ン
ド
ン
の
中
で
も
最
も
気
味

の
悪
い
地
区
で
…
…
」
と
描
写
さ
れ
る
一
帯
を
通
過

し
、
再
び
ロ
ン
ド
ン
の
中
心
に
戻
り
、
ひ
た
す
ら
人

混
み
を
歩
き
続
け
ま
す
。
そ
の
追
跡
を
翌
日
の
夕
暮

れ
ま
で
続
け
た
結
果
、
当
然
な
が
ら
語
り
手
は
死
ぬ

ほ
ど
疲
れ
果
て
、
こ
の
男
が
「
深
い
罪
の
化
身
」
あ

る
い
は
、
一
人
で
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
「
群
衆
の

人
」
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
の
で
す
。
こ
の
難
解
な
短

編
は
、
近
代
都
市
に
お
け
る
人
間
を
め
ぐ
る
様
々
な

解
釈
を
呼
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
沈
黙
」
と
い
う
短
編
は
散
文
詩
の
よ
う

な
小
品
で
す
。
悪
霊
が
「
私
」
の
頭
に
手
を
乗
せ
て
、

（左上から時計回りに）目次、挿絵のリスト、“Ms. Found in a Bottle”（壜の中の手記）の
冒頭（「帝国図書館蔵」の蔵書印がある）。
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"Silence"（沈黙）より。キャプションには
「その広大無辺の荒野にはいかなる物音も

なかった」とある。

標題紙。帝国図書館の蔵書印と「大正13.3.29購求」（1924
年購入）の印がある。なお、注 (2)(3) によれば出版社は
ロンドンのハラップだが、ニューヨークのブレンター
ノの名前もある。海賊版も含め、米国でも広く読まれ
ていたらしい 4。

「
俺
の
話
を
聞
け
」
と
言
っ
て
物
語
っ
た
形
式
を
と

り
、
神
話
的
な
光
景
、
す
な
わ
ち
、
リ
ビ
ア（

５
）の
荒
涼

た
る
地
域
、
ザ
イ
ー
ル
河
の
ほ
と
り
、
病
的
な
サ
フ

ラ
ン
色
の
河
の
水
、
太
陽
の
赤
い
眼
、
河
床
に
群
生

す
る
蒼
白
い
巨
大
な
睡
蓮
、
霧
の
中
を
昇
る
深
紅
の

月
、
神
の
相
貌
を
持
つ
岩
上
の
男
と
い
っ
た
光
景
が

語
ら
れ
ま
す
。
悪
霊
が
騒
乱
の
呪
い
を
か
け
る
と
、

嵐
と
洪
水
、
雷
鳴
と
稲
妻
が
起
こ
り
ま
す
が
、
男
は

岩
上
に
座
っ
た
ま
ま
で
し
た
。
し
か
し
、
悪
霊
が
沈

黙
の
呪
い
を
か
け
る
と
、万
物
が
静
止
し
音
が
消
え
、

男
の
顔
は
恐
怖
の
た
め
に
青
ざ
め
ま
す
。
挿
絵
の

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
あ
る
よ
う
に
、「
そ
の
広
大
無
辺

の
荒
野
に
は
い
か
な
る
物
音
も
な
か
っ
た
」。
男
は

遠
く
へ
逃
げ
出
し
て
、
再
び
帰
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
悪
霊
は
こ
の
話
を
し
て
笑
い
ま
し
た
が
、「
私
」

は
笑
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
短
編
に
は
「
寓
話
」

と
い
う
副
題
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ポ
ー
の
作
品
は
当
初
パ
ロ
デ
ィ
を
意
図
し
て
書
か

れ
た
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す（

６
）。
た
だ
し
、
対
象
を

客
観
化
し
て
喜
劇
性
を
生
み
出
す
こ
の
傾
向
と
同
時

に
、
当
の
対
象
へ
の
没
入
、
悲
劇
的
な
同
一
化
の
衝

動
も
ポ
ー
に
は
見
ら
れ
る
と
い
い
ま
す
。
こ
の
指
摘

に
よ
れ
ば
、
よ
く
知
ら
れ
た
短
編
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ウ
ィ
ル
ソ
ン
」に
登
場
す
る
も
う
一
人
の
自
分
と
は
、

（
近
代
的
）
自
我
の
パ
ロ
デ
ィ
で
す
。
語
り
手
は
自

分
と
同
姓
同
名
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
と
少

年
期
か
ら
対
立
し
、
長
じ
て
彼
を
刺
し
殺
し
て
し
ま
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い
ま
す
。挿
絵
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
に
は
、「
私
の
死
で
、

お
前
が
ど
れ
ほ
ど
完
全
に
自
分
を
殺
し
て
し
ま
っ
た

か
を
、
お
前
自
身
で
あ
る
こ
の
姿
で
見
ろ
」
と
い
う

一
文
が
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
。先
の
二
つ
の
短
編「
群

衆
の
人
」「
沈
黙
」
も
含
め
パ
ロ
デ
ィ
の
対
象
は
様
々

で
す
が
、対
象
と
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
問
題
状
況
は
、

ポ
ー
の
時
代
か
ら
２
世
紀
近
く
を
経
た
現
代
に
も
通

じ
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
本
書
に
は
、
14
世
紀
の
ロ
ン
ド
ン
を
舞

台
と
し
た
「
ペ
ス
ト
王
」、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
近
海
の
大

渦
に
呑
み
込
ま
れ
た
漁
師
の
話
「
メ
エ
ル
シ
ュ
ト
レ

エ
ム
に
呑
ま
れ
て
」、
病
と
美
女
を
モ
チ
ー
フ
と
し

た
「
リ
ジ
イ
ア
」（
１
ペ
ー
ジ
参
照
）
な
ど
の
短
編

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
収
録
さ
れ
て
い
る

「
ラ
ン
ダ
ー
の
別
荘
」
と
い
う
短
編
は
、「「
ア
ル
ン

ハ
イ
ム
の
地
所
」
の
付
録
」
と
い
う
副
題
が
付
さ
れ

て
い
ま
す
。「
ア
ル
ン
ハ
イ
ム
の
地
所
」
は
、
莫
大

な
遺
産
を
相
続
し
た
エ
リ
ソ
ン
と
い
う
人
物
が
、
ア

ル
ン
ハ
イ
ム
と
い
う
広
大
な
土
地
に
、
造
園
に
よ
り

理
想
の
人
工
風
景
を
作
り
上
げ
る
物
語
で
す
。「
ラ

ン
ダ
ー
の
別
荘
」
で
も
美
し
い
風
景
が
描
写
さ
れ
て

い
ま
す
。
ク
ラ
ー
ク
の
挿
絵
は
ち
ょ
う
ど
ス
テ
ン
ド

グ
ラ
ス
の
よ
う
に
、
鮮
や
か
な
色
彩
を
放
っ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

"William Wilson"（ウィリアム・ウィルソン）より。

"A Descent into the Maelstrom"（メエルシュトレエムに
呑まれて）より。この海域特有の地形と潮の満ち引きに
よって生じる大渦は、船や鯨を吸い込み、渦底に運び去
ることで知られていた。
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1 内田市五郎編著『エドガー・アラン・ポウと世紀末のイラストレーション』（双
書　美術の泉66）岩崎美術社 , 1987, p.11<請求記号 KC482-E91>
2 Kelly Sullivan, “Harry Clarke’s Looking Glass,” 2016.10.13. Public Domain 
Review Website <https://publicdomainreview.org/essay/harry-clarkes-
looking-glass>; “Harry Clarke's Illustrations for Poe's Tales of Mystery 
and Imagination (1919).” idem <https://publicdomainreview.org/
collection/harry-clarke-s-illustrations-for-poe-s-tales-of-mystery-and-
imagination-1919> 参照。
3 リチャード・ダルビー（吉田新一・宮坂希美江訳）『〈子どもの本〉黄金
時 代 の 挿 絵 画 家 たち』 西 村 書 店, 2006, pp.101-102, 145-146<請 求 記 号 
KC482-H586>; 海野弘解説・監修『ハリー・クラーク　アイルランドの挿絵
とステンドグラスの世界』パイインターナショナル, 2014, pp.8-25<請求記号 
KC482-L217>; 春燈社編『おとぎ話の絵画史　挿絵黄金時代に描かれた魅惑
の幻想世界』辰巳出版 , 2019, pp.130-135<請求記号 KE177-M7>; 前掲『エド
ガー・アラン・ポウと世紀末のイラストレーション』p.11参照。
4 前掲 “Harry Clarke’s Looking Glass” 参照。
5 アフリカの古名（古い呼び名）。エドガア・アラン・ポオ（佐々木直次郎訳）

「譯註」『アッシャア家の崩壊　他九篇』角川書店, 1951, p.224<請求記号 
933-cP74u-S>
6 佐伯彰一「解説」E・A・ポオ（阿部知二ほか訳）『ポオ小説全集　1』東京
創元社 , 1974, pp.406-422<請求記号 Y82-1073>
※URLの最終アクセス日：令和 4 年3月3日

（上）"Landor's Cottage"（ランダーの別荘）より。
（下）"King Pest"（ペスト王）より。酩酊した 2 人の

船乗りがペスト王とその一族に出会う。

https://publicdomainreview.org/essay/harry-clarkes-looking-glass
https://publicdomainreview.org/essay/harry-clarkes-looking-glass
https://publicdomainreview.org/collection/harry-clarke-s-illustrations-for-poe-s-tales-of-mystery-and-imagination-1919
https://publicdomainreview.org/collection/harry-clarke-s-illustrations-for-poe-s-tales-of-mystery-and-imagination-1919
https://publicdomainreview.org/collection/harry-clarke-s-illustrations-for-poe-s-tales-of-mystery-and-imagination-1919
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　国立国会図書館では、令和 2年度補正予算で所蔵資料のデジタルアーカイブ

整備の経費として約 60億円※が認められたことを受け、令和 3年度に、外注に

より図書約 30万点・約 4500 万コマのデジタル化を実施しました。これは、平

成 21・22年度補正予算で資料デジタル化の経費として約 137億円が認められ、

約 90万点のデジタル化を行って以来の大規模プロジェクトとなります。

　資料のデジタル化というと、コピー機での単純作業のようなイメージが思い浮

かぶかもしれません。しかし、30万点もの規模で、かつすべての資料が基本的

に一点物で破損が許されないとなると、その作業はコントロールされた工業生産

プロセスのようになっていきます。

　本稿では、令和 3年度の事業を例に、知られざる資料デジタル化の作業の内

幕をお届けします。	 　（電子情報部	電子情報企画課	資料デジタル化推進室）

国立国会図書館での 資料のデジタル化事業

※うち外注によるデジタル化分は約 45億円

大公開！
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令和 2年度補正予算 4
5億円

平成 21・22 年度補正予算
137 億

通常予算

平成 26 年度
補正予算 10 億

これまでのデジタル化予算の割合
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01 デジタル化する資料の選定・事前調査

デジタル化は対象資料を選定するところから始まります。

令和 3年 3 月に当館で策定した「資料デジタル化基本計画

2021-2025」に基づいて対象の資料を選定していきます。評

価基準として、唯一性、希少性、利用機会の拡大、劣化状況、

保存の緊急性、デジタル化への社会的・学術的ニーズ等を考慮

します。

	ただ、基本的に大量処理が前提なので、1点ずつ選ぶという

わけではなく、この資料群のこの年代のもの、という形で選定

していきます。

02 資料の梱包

リストをもとに、資料をデジタル化事業者の作

業場所に運ぶために、書架から抜き取り梱包しま

す。資料が汚れたり壊れたりしないよう、緩衝材

などと一緒に折りたたみコンテナ（オリコン）に

詰めます。

　1つのオリコンに入る冊数は 25冊程度。令和 3

年度には、約 18,000 箱の箱詰めが行われました。

箱１つが 50L、全体で 90 万 L ですから、全部で

25mプール 1.5 個分程度の体積になりました。

対象が決まったら、資料が破損していないか等の状態チェッ

クと、デジタル化対象資料のリスト作りを行います。令和 3年

度は、東京本館書庫のおよそ 1層（1フロア）分、45万点のリ

ストを作りました。

　さらに、デジタル化はコマ数＊での契約なので、ページ数や図

版の数を元に大体何コマくらいになりそうかを計算します。中

には古い資料でデータが整備されていなかったり、特殊な形状

の資料もあり、試行錯誤しながら計算しています。

　また、傷んでいる資料は補修も行います（→ 16ページ「館内

スコープ」もご覧ください）。
＊当館のデジタル化では、通常見開きページを１つの画像として撮影し、それをコマと
呼んでいます。

選定

リスト作り
コマ数計算

梱包作業の様子

空っぽになった書架
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03 資料の搬出

オリコンをトラックに積み込み搬出し

ます。1回で運べるのは 400 箱程度です。

令和3年度は延べ100台近くの10tトラッ

クで資料の移送を行いました。

04 撮影前検査

資料が届いて荷下ろしをしたら、まず最

初に、予定していた資料が全点届いているか、

リストをもとに確認を行います。万が一にも

資料を紛失することがないよう、資料を移動

させたり、デジタル化したりする都度、リス

トをもとにチェックしています。

運び出す箱を間違えないよう、バーコードで管理し、1 箱 1 箱
チェックします

大きなトラックに積み込んで出発！

デジタル化作業中にも資料が劣化することがないよう、デジタル化
事業者の保管庫内は、国立国会図書館の書庫と同様の温湿度（温
度 22℃、湿度 55%）を目安とし、かつ作業場所を保管庫との湿
度差が 10% を超えないようにしています。温湿度を定期的に測定、
記録もしています

検査の様子

ここから先は、専門の技術やノウハウ

を持つ、複数のデジタル化事業者に作

業を委託しています。基本的に作業は

分業制で、作業の区分ごとにラインが

あるようなイメージになります。

次に、資料の大きさや状

態を調べて、どのスキャナで

撮影するかを決めたり、撮

影時の注意事項をメモした

りします。

リスト確認

資料検査
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05 撮影

デジタル化＝撮影は、ブックスキャナと呼

ばれる専用の機材を使って行います。大量の

デジタル化を行うため、100 台以上のスキャ

ナが並ぶ姿は壮観です。　

撮影作業の生産性は、資料の状態（厚さ、開き、

折り込み図の有無等）によって大きく変動しますが、

おおよそ 1人 1日 500 ～ 1,000 コマ程度です。

　撮影作業は、熟練を要する人手の作業です。資料を

破損しないように、かつ資料の綴じに近い部分の文字

などもはっきり読めるように、ガラス板で押さえなが

ら撮影していきます。ガラス板が動いてしまうと画像

がブレてしまいますが、テンポよくページをめくって

いかないと生産性が上がりません。
（上）ガラス板の下のページを物差しなどで整えます
（中）厚みのある資料は左右の板の高さを調整
（下）テンポよく、かつ丁寧にページをめくります
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一言で図書といっても、その大きさ、厚み、製本などは実にさ

まざまです。きれいに、かつ画像を見て原資料の状態が分かる

ようにデジタル化するには、その違いに合わせた対応が必要に

なります。その一部をご紹介します。

極厚資料
ぶ厚い資料はそのまま撮影すると、資料がゆが
みやすくピントが合わなくなったり、資料の表紙
付近と中央付近で余白の面積が大きく変わった
りして、見づらいものになってしまいます。その
ため極厚資料の場合は、背景紙と同じ色の間
紙を挟み込み、小口を隠し立体感をなくして撮
影することを許容しています。

綴じ不良の資料
資料を開いても、ノド元の文字が隠れてしまい読めな
いような資料については、解体してから撮影します。
資料を綴じるのに使われている素材や手法は様々な
ので、それぞれの綴じ方に応じた方法で解体を行い
ます。

折り込みページ
図版や正誤表などのページが折り込まれていることが
あります。こういった折り込みページは、原資料の状
態が分かるよう、折った状態のページを撮影した上で、
広げた状態のページを撮影します。広げたページが大
きく、資料本体と同じサイズで撮影できない場合は、
少しずつ重なるように分割して撮影します。分割順序
は資料本体のページ遷移方向に基づいてルール化して
います。

後半部分が天地逆
デザインとして、資料の後半部分が全て天地逆に装丁
されています。読みやすさを考慮し全て向きを揃えて
撮影した上で、メタデータの備考に「後半は天地逆綴
じ」と注意書きを行いました。

デザインとしての切り抜き
複数のページに切り抜きがあり、重ね合わせると前後
のページが覗いて見えます。デザインとして切り抜きが
なされていると判断し、それぞれのページ単体、重ね合
わせたページをなるべく多くのパターンで撮影しました。

正方形に折られた資料
両面に情報があり、それぞれの段階を見ることで
初めて意味を持つため、表裏の全ての展開図を撮
影しました。

菱沼良樹 編著『風光
衣服』用美社　1986<
請求記号 EF25-413>

デジタル化の工夫

撮影の工夫！

少し変わった形
態！ Ａ

12

34

Ａ

Ａ
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06 品質検査・再撮影

撮影した画像の品質の検査を行い、問題があるものは再

撮影を行います。この時点で相当数のエラーが検知され、

再撮影に回っているようです。

　エラーの内容としては、ページを飛ばしてしまう、逆に

同じページを 2回撮ってしまう、ピンボケ、指が写り込ん

でしまう、等多岐にわたります。

　仕様での基準は、エラー率 0.5% 以下。これを達成する

ために、各社様々なノウハウを駆使して品質を高めている

ようです。それでも、全体で 4500 万コマもあるため、一

定のエラーが生じるのは不可避です。

07 目次データ等の作成

撮影した画像の公開のため、資料の目次のテキ

ストデータや、資料のタイトル・出版年等につい

て記述したデータ（メタデータ）等を作成します。

　従来は目次の文字起こしデータを作成していま

したが、令和 3年度は、デジタル化を優先するた

め、目次については目次の有無とコマ数だけ採録

するという仕様にしました。品質の高い文字入力

作業もまた、非常にコストのかかる作業なのです。

08 全体プロジェクト管理

撮影だけでも 1社あたり 100 名以上が関わる大規模な生産業務ですので、綿密な

プロジェクト管理が必要となってきます。

　大量のデータを扱うために様々なシステムも必要ですし、撮影作業には習熟が必

要で、生産性が読みにくいため、人的マネジメントも難しいようです。加えて令和 3

年度は、新型コロナウイルスの流行や世界的な半導体不足等の影響にも対応が必要で、

非常に困難なプロジェクトであったと思われます。

右上から時計回りに、ピンボケ、指の写り込み、
ノドの開きが足りない例

撮影した画像を見ながら、どのコマからどのコマまでが目次かを確認し、
コマ数を入力していきます
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09 資料の返却

デジタル化が完了した資料は、当館に返却さ

れ、書架に戻されます。これまでは東京本館書庫

に戻していましたが、デジタル化済みの資料は、

いずれは関西館の書庫に移送する計画になったた

め、令和 3年度はデジタル化が完了した資料を

直接関西館に移送する方式を取りました。

11 デジタル画像の検品
納品された画像について、国立国会図書館側でも検査を

行います。

　令和 3年度は、検品作業のための新システムを内製し、

エラーをシステム上で一覧化して管理できるようにしまし

た。検品システムでは、画像全点のファイル形式やテキス

トデータとの整合性を機械的にチェックするとともに、ラ

ンダムサンプリングした一部の資料について目視確認を

行っています。

10 デジタル画像の納品

検査が終わった画像は、目次データ等と

一緒にハードディスクで納品されます。デー

タ量は約 10,000 冊で 1.5TB 程度でした。

関西館に移送された資料を開梱し、1 点 1 点に関西館書庫での排架場所を示
す記号を付与して書庫に並べていきます

検品システムの画面。画像のうち、ページ数の部分だけを一
覧化して、抜けがないかを確認します

令和 3 年度デジタル化事業で納品されたハードディスク
は、延べ約 200 台にもなりました



13 国立国会図書館月報 733号 2022.5

12 デジタル画像の登録・公開

デジタル化した画像は、国立国会図書館デジタルコ

レクションで公開します。

　デジタル画像はハードディスクで納品されますが、デ

ジタルコレクションのシステムはデータセンターにあ

るので気軽につなぎに行くわけにはいきません。回線

で少しずつ転送します。そのため、デジタル化が完了

しても公開までに時間がかかるのが現状です。

　こういった問題点を解消するべく、現在国立国会図

書館デジタルコレクションの次期システムを開発して

います。

番外 内製デジタル化

ご覧いただいた通り、大規模なデジタル化は一種の工業生産プロセスですので、

外注により合理的にできるのは、均質な資料が大量にあるような場合です。少量

で、かつ資料の形態が様々であるような資料は、発注者側にも、受託者側にもリ

スクがあります。

　そこで、撮影の難易度が高いもの、劣化しているもの、利用が多いものなどは、

館内で職員がデジタル化を行うこともあります。令和 3年度には、このための機

材をそろえたメディア変換室を東京本館に整備し、古い児童書、官庁小冊子、レー

ザーディスクなど特殊メディアのパッケージの撮影などを行っています。

（上）デジタル画像のデータが保存されているストレージ
（下）国立国会図書館デジタルコレクションの次期システム（開
発中の画面）

協力：株式会社ムサシ、日本通運株式会社
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　資料をデジタル化すると画像データとしてより便利に扱うことができるようになりま

すが、そのままでは中身の文章の検索はできません。この「中身」の情報を画像データ

から作成する、つまり「テキスト化」する必要があります。

　令和 2年度補正予算では、デジタル化作業に加え、コンピュータに文字情報を読み取

らせるOCR（光学文字認識）処理によるテキスト化作業も実施しました。

　今回テキスト化の対象としたのは、「国立国会図書館デジタルコレクション」に搭載

されている、令和 2年度までに当館がデジタル化した図書・雑誌等ほぼすべての活字

資料約 247 万点（なんと約 2億 2300 万画像！）です。明治期・大正期刊行図書から、

2010 年頃刊行の雑誌まで、幅広い刊行年代のデジタル化資料をテキスト化しました。

（電子情報部	電子情報企画課	次世代システム開発研究室）

Q.	いつから使えますか？

A.	一部はもうお使いいただけます！

著作権保護期間満了資料から作成したテキストデー

タは、実験システム「次世代デジタルライブラリー

（https://lab.ndl.go.jp/dl/）」の全文検索機能でお試

しいただけます。なお、著作権存続資料を含む全ての

OCRテキストデータを利用した全文検索は、令和 4年

12 月中にリリース予定の次期「国立国会図書館デジタ

ルコレクション」上で提供する予定です。

Q:	テキスト化で何が便利になるの？

A:	検索、読み上げ、情報解析です。

まず、本の中身の検索ができます。目を皿にしてペー

ジを見て探す必要はありません。

視覚障害のある方には、読み上げが可能になります。

また、「いつ頃から●●という言葉が広まったのか」と

いった情報解析も可能です。様々な研究活動にも役立

つことが期待されています。

検索すると、ヒットした部分にマーカーがつきます

該当箇所には、ピンが立ちます。本文のほか、画像キャプション
も検索対象です

次世代デジタルライブラリーで…

◆　◆　テキスト化　◆　◆

https://lab.ndl.go.jp/dl/
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帝：読める
國：まあ、読める
圖：トハ何ソヤ……？
※筆者の心境です

世の中には、レシートや名刺から必要な文字情報（テキスト）を読み取

るOCRサービスがいろいろありますが、国立国会図書館の多様な資料に最

適のものはありません。そこで、OCRサービスを提供している業者に委託し、

国立国会図書館の資料に特化するようにOCRを改良してもらいました。

　「特化」の例として、例えば旧字体の活字が多く出現する明治時代の文献

も正確に読めるようにするにはどうしたらよいでしょうか？

学習

処理方法の研究開発

出力！

検品

＋

↓
昨今急速に研究の進んでいる AI（機械学習）技術を駆使しました。当館の

デジタル化資料を分析し、正しい読み方をOCRに学習させるのです。その学習

用の「お手本（画像と正しいテキストのセット）」作り（これは人間が人手で作

ります）とあわせて、当館の資料に特化した処理方法の開発も行いました。

　なお、テキスト化にあたってOCRは、どこが本文なのか、どこが図版なのか、

といった紙面のレイアウト解析を行い、読み取るべき領域を特定した上で、文

字の認識を行っています（左画像参照）。

　文字認識の精度は、既存のOCRサービスで計測した結

果を、ほぼ全ての年代・資料種別で上回りました！

今回のテキスト化作業の検品対象は大きく分けて 2種類

あります。OCR がお手本とするための人手で作られた学習用

データと、OCR が実際に出力した、当館が全文検索等に利用

するテキストデータです。前者は当館の定めた形式に沿って正

確に作成されているか、後者は当館の指定する品質水準をクリ

アできているかを、プログラミングによる機械的な自動チェッ

クと目視によるチェックを併用して確認しています。

↓

↓

画像の文字の上に、テキストが表示される画面で検品します

今回のテキスト化の作業

複数の解釈が可能な紙面のレイアウ
トがあったり、古い資料は特に文章の区
切りが分かりづらかったりと、人間が見ても

「正解」の判断が難しいことがあります

紙面のレイアウトの要素ごとに色を変え
ています
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行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

本
を
決
め
、
リ
ス
ト
を
完
成
さ
せ
ま
す
。
リ
ス
ト
に
は
本

を
識
別
す
る
タ
イ
ト
ル
や
巻
号
と
い
っ
た
書
誌
情
報
の
ほ

か
、
調
査
結
果
も
記
録
し
て
い
き
、
こ
の
リ
ス
ト
を
頼
り

に
後
続
の
作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
膨
大
な
量
の
本
を
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
の
で
、
リ
ス
ト
の
誤
り
は
本
の
迷
子
や
の

ち
の
ち
の
作
業
へ
の
支
障
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
と
て
も

気
を
つ
か
う
作
業
で
す
。

　

リ
ス
ト
作
成
と
と
も
に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
本

そ
の
も
の
の
出
発
準
備
で
す
。
付
録
が
つ
い
て
い
る
本
に

は
内
容
物
を
記
録
し
た
ラ
ベ
ル
を
貼
り
付
け
た
り
、
破
損

し
て
い
る
本
に
は
デ
ジ
タ
ル
画
像
に
し
た
時
の
見
栄
え
に

も
配
慮
し
な
が
ら
簡
単
な
補
修
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

　

一
つ
一
つ
は
こ
ま
ご
ま
と
し
た
作
業
が
多
い
の
で
す

が
、
こ
う
し
た
業
務
を
担
当
す
る
中
で
改
め
て
当
館
の
所

蔵
資
料
の
幅
広
さ
に
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
綺
麗
な
布
見
本

が
貼
り
込
ま
れ
た
本
に
は
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
っ
た

り
、
複
雑
に
折
り
畳
ま
れ
た
人
体
模
型
図
を
見
つ
け
た
時

は
、
ど
う
や
っ
て
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
す
る
の
だ
ろ
う
と
考
え

込
ん
で
し
ま
っ
た
り
…
…
表
紙
に
陶
板
が
埋
め
込
ま
れ
た

本
も
あ
り
ま
し
た
！(

こ
れ
に
は
陶
器
の
部
分
の
破
損
防

止
と
周
囲
を
傷
つ
け
な
い
よ
う
、
カ
バ
ー
を
か
け
る
処
置

を
し
ま
し
た
。)

　

自
分
が
手
を
施
し
た
本
が
デ
ジ
タ
ル
画
像
と
な
っ
て
後

世
に
残
っ
て
い
く
の
は
少
し
恥
ず
か
し
い
気
も
し
ま
す

が
、
今
ま
で
紙
の
状
態
で
何
度
も
読
み
込
ま
れ
て
ボ
ロ
ボ

ロ
に
な
っ
て
い
た
本
が
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
な
ど
の
デ
バ

イ
ス
上
で
読
め
る
よ
う
に
な
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

少
し
で
も
良
い
状
態
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
旅
へ
と
出
ら
れ
る

よ
う
、
今
日
も
せ
っ
せ
と
荷
造
り
を
整
え
ま
す
。

（
図
書
館
資
料
整
備
課 

図
書
整
備
室　

夜
行
列
車
）

「デジタル化への旅支度」
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新聞写真の歴史と背景

　

新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
写
真
は
、
最
新
の

ニ
ュ
ー
ス
を
彩
る
だ
け
で
な
く
、
歴
史
的
な
写

真
の
宝
庫
で
す
。
新
聞
は
長
く
メ
デ
ィ
ア
の
一

角
を
な
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
古

い
時
期
の
写
真
を
探
す
と
な
る
と
、
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
は
、
新
聞
社
・
通
信
社
の
撮
っ
た
写
真

の
独
壇
場
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
の
記
事
で
は
、
新
聞
写
真
の
草
創
期
に
さ

か
の
ぼ
り
ま
す
。
新
聞
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
始

め
た
明
治
二
〇
年
代
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
写
真
や
記
録
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
写
真
が
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
ま
で
の
一

昔
前
の
プ
ロ
セ
ス
や
新
聞
写
真
の
歴
史
を
探
り

ま
す
。

新
聞
写
真
の
特
徴

　

過
去
を
知
る
た
め
の
素
材
と
し
て
見
た
場

合
、〝
新
聞
写
真
〟
に
は
い
く
つ
か
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

　

第
一
に
、
速
報
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
新
聞

は
い
ち
早
く
ニ
ュ
ー
ス
を
報
じ
る
メ
デ
ィ
ア
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
写
真
記
者
は
、
急
い
で
現
場

に
駆
け
付
け
、
と
き
に
決
定
的
な
瞬
間
を
と
ら

え
て
い
ま
す
。

　

第
二
に
、
そ
の
撮
ら
れ
る
被
写
体
の
幅
広
さ

で
す
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
新
聞
紙
上
に
し
か

見
つ
か
ら
な
い
被
写
体
は
と
て
も
多
く
あ
り
ま

第4回

写真を読む
資料の世界の歩き方

葦
あ し な

名  ふ み
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す
。
事
件
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
季
節
の
情
景

や
風
物
詩
を
と
ら
え
た
何
気
な
い
写
真
が
、
後

年
に
、
貴
重
な
記
録
写
真
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

第
三
に
、新
聞
紙
上
の
写
真
は
、キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
が
明
快
で
、
年
月
日
、
撮
ら
れ
た
場
所
や
人

物
が
明
ら
か
な
も
の
が
多
い
こ
と
で
す
。
近
く

に
掲
載
さ
れ
る
記
事
の
本
文
も
、
写
真
を
読
み

解
く
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

第
四
に
、
撮
影
の
意
図
が
明
瞭
な
写
真
が
多

い
こ
と
で
す
。
ニ
ュ
ー
ス
の
か
た
わ
ら
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
新
聞
写
真
は
、
部
外
者
に
と
っ
て

も
、（
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
で
撮
ら
れ
る
写
真
に

比
べ
て
）
相
対
的
に
意
図
が
分
か
り
や
す
い
と

い
え
ま
す
。
寓
意
が
隠
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る

と
は
い
え
、
後
年
に
お
い
て
も
使
い
や
す
い
写

真
と
い
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
事
情
が
重
な
り
あ
っ
て
、「
こ
の

写
真
に
何
が
写
っ
て
い
る
か
」
が
皆
目
分
か
ら

な
い
と
き
に
、
そ
れ
が
新
聞
と
は
全
く
関
係
な

い
写
真
で
あ
っ
て
も
、
新
聞
写
真
を
調
べ
直
す

こ
と
が
、
図
ら
ず
も
有
効
な
手
法
に
な
る
と
き

が
あ
り
ま
す
。

集
合
知
と
し
て

　

読
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
、
新
聞
紙
面
の
写
真

と
の
出
会
い
は
、
基
本
的
に
一
回
性
の
も
の
と

い
え
ま
す
。

　

他
方
、
新
聞
社
・
通
信
社
に
お
い
て
は
、
写

真
の
デ
ー
タ
や
そ
の
原
写
真
は
、
取
捨
選
択
の

上
、
長
く
蓄
積
さ
れ
る
商
用
の
資
源
で
す
。
再

び
紙
面
に
活
用
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
か
ら
で

す
。

　

自
社
の
保
存
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
一
般

公
開
し
て
い
る
社
の
う
ち
に
は
、
そ
の
収
録
画

像
数
が
数
百
万
点
の
規
模
に
達
し
て
い
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
写
真
に
特
化
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
写
真
を
探
す
際
に
、
も
は

や
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

明
治
・
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
よ
う
に
古
い

時
期
の
場
合
、
当
時
の
新
聞
紙
を
閲
覧
で
き
た

と
し
て
も
、
画
質
が
悪
い
と
い
う
問
題
が
あ

り
ま
し
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
紙
面
の
も
と
に

な
っ
た
写
真
が
あ
る
場
合
、
製
版
前
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
写
真
が
収
録
さ
れ
て
い
る
確
率
も
高

く
、
よ
り
鮮
明
な
画
質
の
写
真
に
た
ど
り
着
け

る
こ
と
も
朗
報
と
い
え
ま
す
。

最
初
の
製
版
さ
れ
た
新
聞
写
真

　

新
聞
紙
面
に
最
初
に
写
真
が
載
っ
た
の
は
い

つ
で
し
ょ
う
か
。

　

明
治
一
二
（
一
八
七
九
）
年
に
、
写
真
の
プ

リ
ン
ト
を
直
接
新
聞
本
紙
に
貼
り
付
け
た
週
刊

データベース名 URL 概要

朝日新聞フォトアーカイブ
（朝日新聞社）

https://photoarchives.
asahi.com/?gclid=EAIaIQ
obChMI0YXh4una9QIVllV
gCh2hRAOMEAAYASAAEg
LSePD_BwE

朝日新聞社の所蔵する写真、映像
のデータベース。歴史写真も多く、

「朝日世界ニュース」など戦前の
映像ニュースも収録。

毎日フォトバンク
（毎日新聞社）

h t t p s : / / p h o t o b a n k .
mainichi.co.jp/

毎日新聞社所蔵写真のデータベー
ス。このデータベースの前身の
光ディスク MAIHIT が新聞写真の
データベースの先駆けとなった。

よみうり報知写真館
（読売新聞社）

https://database.yomiuri.
co.jp/shashinkan/

読売新聞・報知新聞のカメラマン、
記者が撮影した写真のデータベー
ス。

KYODO NEWS IMAGELINK
（共同通信社）

h t t p s : / / i m a g e l i n k .
kyodonews.jp/

共同通信社および国内外のパート
ナーが撮影した報道写真・映像が
掲載されるデータベース。戦前の
通信社である日本電報通信社に由
来する写真も収録。

新聞通信調査会デジタルアー
カイブ

h t t p s : / / j - d a c . j p /
chosakai/

昭和戦前期の主要通信社であった
同盟通信社の資料公開サイト。同
盟通信写真ニュースも網羅的に閲
覧・検索できる。

全国紙の新聞写真データベース

本稿で紹介する新聞
・朝日新聞（Z81-1、YB-2）
・国民新聞（新 -501、YB-188）
・東京朝日新聞（Z81-1、YB-2）
・東京日日新聞（Z81-6、YB-6）
・報知新聞（Z86-3、YB-18）
・毎日新聞（Z81-6、YB-6）
・読売新聞（Z81-16、YB-41）
・萬朝報（新 -515、YB-142）
※（）内は原紙請求記号とマイクロフィ
ルム請求記号。
※ご利用はマイクロフィルム等となりま
す。

https://photoarchives.asahi.com/?gclid=EAIaIQobChMI0YXh4una9QIVllVgCh2hRAOMEAAYASAAEgLSePD_BwE
https://photoarchives.asahi.com/?gclid=EAIaIQobChMI0YXh4una9QIVllVgCh2hRAOMEAAYASAAEgLSePD_BwE
https://photoarchives.asahi.com/?gclid=EAIaIQobChMI0YXh4una9QIVllVgCh2hRAOMEAAYASAAEgLSePD_BwE
https://photoarchives.asahi.com/?gclid=EAIaIQobChMI0YXh4una9QIVllVgCh2hRAOMEAAYASAAEgLSePD_BwE
https://photoarchives.asahi.com/?gclid=EAIaIQobChMI0YXh4una9QIVllVgCh2hRAOMEAAYASAAEgLSePD_BwE
https://photobank.mainichi.co.jp/
https://photobank.mainichi.co.jp/
https://database.yomiuri.co.jp/shashinkan/
https://database.yomiuri.co.jp/shashinkan/
https://imagelink.kyodonews.jp/
https://imagelink.kyodonews.jp/
https://j-dac.jp/chosakai/
https://j-dac.jp/chosakai/
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の
『
写
真
新
聞
』（
全
真
社
）
が
発
行
さ
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た

（
１
）
。

　

も
っ
と
も
、
写
真
製
版
を
経
た
新
聞
と
な
る

と
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
の
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

帝
国
議
会
の
開
設
に
際
し
て
刊
行
さ
れ
た

『
毎
日
新
聞
』
の
附
録
で
あ
り
、
紙
面
に
載
っ

た
の
は
、
帝
国
議
会
の
議
員
た
ち
の
顔
写
真
で

し
た
。

　

画
像
１
が
そ
れ
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
濃
淡

の
あ
る
原
稿
を
表
現
す
る
に
は
、
写
真
を
版
材

に
移
し
た
う
え
で
、
網
目
ス
ク
リ
ー
ン
を
用
い

て
網
点
（
点
の
集
合
体
）
に
変
換
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す

（
２
）
。
こ
の
附
録
が
写
真
製
版
の
初
め
て

の
実
践
例
な
の
で
す
。

　

小
学
校
一
年
生
の
こ
ろ
に
こ
の
附
録
の
発
刊

に
接
し
た
あ
る
人
物
は
、「
何
だ
か
、
新
聞
界
に

大
変
革
が
起
こ
っ
た
と
か
、
何
と
か
い
う
こ
と

を
父
兄
た
ち
が
話
し
合
っ
て
い
た
こ
と
を
夢
の

よ
う
に
記
憶
す
る
」
と
振
り
返
っ
て
い
ま
す

（
３
）
。

　

当
時
、
こ
の
附
録
を
見
た
人
た
ち
の
驚
き
も

う
な
ず
け
ま
す
。
実
物
を
手
に
と
っ
て
眺
め
て

み
る
と
、
大
判
の
紙
面
で
議
員
の
顔
が
精
巧
に

網
点
に
変
換
さ
れ
て
い
る
さ
ま
は
、
印
刷
さ
れ

た
写
真
に
す
っ
か
り
見
慣
れ
た
今
日
で
も
、
壮

観
で
す
。　

　

当
時
の
議
員
に
は
髭
を
生
や
し
た
人
が
多

1 毎日新聞社の委託を受けてこの製版をなしとげたのは、猶興社を
興した堀健吉（1856-1934）であった

『毎日新聞』附録 < 憲政資料室収集文書 1342・1498>

A 上は明治 24 年 2 月 11 日号外の全体画像

犬養毅

B 明治23年8月1日号外に掲載された田中正造（右）、
芳野世経（左）。芳野は著名な漢学者の家に生まれ、
衆議院議員当選前に東京府会でも活躍。ちょんまげ
を残した議員として知られた

C 明治 25 年 4 月 17 日号外に掲載された植田理太郎
（右）、明治 23 年 7 月 22 日附録に掲載された小坂善
之助（左）。植田理太郎は奈良県議会議員を経て第 2
回選挙で当選（奈良 2 区）。小坂は、信濃毎日新聞創
業者。『毎日新聞』の附録で見る限り、第 1 回総選挙
の当選者のうち最も髭が濃い議員の一人
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2 大相撲の記事『報知新聞』明治 37（1904）年 1 月 14 日付

3 鈴木眞一撮影の写真をもとにした徳永柳洲の画
「肖像画報」百六十五（沖守固愛知県知事）『萬朝報』
明治 32（1899）年 1 月 22 日付 < 佐々友房関係文
書 1008>

4 日露戦争「旅順の敵砲台我が集注火の為に破壊せらる」『国
民新聞』明治 37（1904）年 10 月 4 日付

く
、髭
の
形
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
（
画
像
１
Ｃ
）、

こ
う
し
た
髭
の
濃
さ
の
違
い
も
鮮
や
か
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

製
版
に
先
だ
っ
て
、
当
選
者
の
写
真
を
網
羅

的
に
集
め
る
こ
と
も
、
相
当
の
手
間
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
写
真
製
版
の

研
究
に
熱
心
だ
っ
た
の
が『
報
知
新
聞
』で
し
た
。

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
、
お
正
月
の

記
念
に
報
知
新
聞
社
の
社
屋
と
女
性
の
写
真
を

組
み
合
わ
せ
た
写
真
版
の
附
録
を
刊
行
し
（
一

月
二
日
付
）、
評
判
を
呼
ん
だ
と
い
い
ま
す

（
４
）
。

版
画
と
の
共
存

　

も
っ
と
も
、
別
刷
り
の
附
録
や
号
外
は
と
も

か
く
、
日
露
戦
争
前
頃
ま
で
は
、
新
聞
本
紙
に

写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。

　

当
時
の
新
聞
の
印
刷
機
に
写
真
の
版
を
組
み

込
ん
で
載
せ
る
技
術
が
な
か
っ
た
た
め
で
、
大

相
撲
の
決
ま
り
手
な
ど
で
も
、
写
真
で
は
な
く

絵
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
（
画
像
２
）。

　

そ
れ
以
前
か
ら
報
道
へ
の
写
真
の
利
用
は
あ

り
、
写
真
を
も
と
に
木
版
・
石
版
印
刷
を
行
っ

た
り
す
る
も
の
な
ど
（
画
像
３
）、
版
画
制
作

や
錦
絵
に
お
い
て
も
、
写
真
の
活
用
や
参
照
は

み
ら
れ
ま
す
。

　

日
露
戦
争
の
頃
の
新
聞
紙
面
で
も
写
真
よ
り

絵
を
用
い
る
も
の
（
画
像
４
）
も
多
く
見
受
け

ら
れ
ま
す
が
、
徐
々
に
写
真
が
多
用
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
き
ま
す

（
５
）
。

写
真
の
収
集
と
喪
失

　

新
聞
写
真
の
中
で
も
顔
写
真
は
出
番
の
多
い

重
要
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
、
新
聞
社
の
側
が
撮
影

す
る
だ
け
で
な
く
、
本
人
に
写
真
の
提
供
を
依

頼
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
画
像
５
）。

　

新
聞
社
に
蓄
積
さ
れ
て
い
く
写
真
が
、
不
慮

の
出
来
事
に
よ
り
失
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
天
災
、
空
襲
、
太
平
洋
戦
争
後
や
む
な
く

行
わ
れ
た
写
真
の
一
部
焼
却
な
ど
で
す
。

　

特
筆
す
べ
き
例
を
挙
げ
れ
ば
、
読
売
新
聞

社
の
場
合
、
新
社
屋
の
落
成
記
念
会
の
日

（
一
九
二
三
年
九
月
一
日
）
が
関
東
大
震
災
の

日
に
あ
た
る
と
い
う
不
運
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）

年
時
点
で
同
社
資
料
部
に
は
、人
物
、ス
ケ
ッ
チ
、

風
物
な
ど
の
写
真
が
八
〇
万
枚
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。
し
か
し
、
昭
和
二
〇
（
一
九
四
五
）
年

五
月
二
五
日
夜
の
空
襲
で
、
本
社
は
本
館
、
別

館
と
も
炎
上
し
ま
し
た
。
同
部
の
図
書
は
昭
和

一
九
（
一
九
四
四
）
年
一
〇
月
に
秩
父
に
疎
開

し
て
い
ま
し
た
が
、
写
真
は
普
段
か
ら
使
う
も

の
で
疎
開
の
対
象
で
は
な
く
、
そ
の
大
半
が
失
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わ
れ
た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
資
料
の
喪
失
を
補
う
た
め
に
、
同

社
で
は
、
昭
和
二
四
（
一
九
四
九
）
年
に
は
、

人
物
写
真
二
六
〇
〇
枚
、
ス
ケ
ッ
チ
一
〇
〇
〇

枚
、
人
物
横
顔
一
六
〇
〇
枚
な
ど
、
計
画
的

に
人
物
写
真
の
新
規
撮
影
を
進
め
た
と
い
い
ま

す
（
６
）。

の
ん
び
り
（
？
）
し
た
撮
影

　

今
日
、
新
聞
社
は
自
前
で
撮
影
を
行
い
、
入

手
困
難
な
画
像
に
限
定
し
て
通
信
社
や
個
人
か

ら
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
現
代
の
方
法
と
は
異
な
り
、
新

聞
写
真
の
草
創
期
に
、
写
真
を
用
意
し
た
の

は
、
新
聞
社
や
通
信
社
で
は
な
く
、
主
に
製
版

会
社
で
し
た
。
製
版
会
社
と
は
、
印
刷
や
製
版

を
担
う
会
社
で
す
。
写
真
を
掲
載
す
る
た
め
に

は
、
撮
影
だ
け
で
な
く
版
を
作
る
技
術
が
必
要

で
、
そ
れ
ら
を
一
体
化
し
て
販
売
し
て
い
た
の

で
す
。

　

注
文
を
受
け
て
い
た
製
版
会
社
の
社
主
に
よ

る
と
、
明
治
三
〇
年
代
で
は
「
五
六
日
も
雨
が

続
く
と
、
殆
ん
ど
休
業
状
態
」「
雨
と
見
れ
ば

注
文
者
［
新
聞
社
］
も
や
か
ま
し
く
は
云
は
ず
、

雨
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
と
、
御
得
意
先
の
方
か

ら
諦
め
て
く
れ
る
と
い
ふ
有
様
」
な
が
ら
、
天

気
が
好
く
な
る
と
一
気
に
急
き
立
て
ら
れ
る
な

ど
、
お
天
気
任
せ
の
悠
長
さ
が
あ
っ
た
と
い
い

ま
す

（
７
）
。

　

お
天
気
任
せ
の
一
因
と
し
て
、当
時
は
、フ
ィ

ル
ム
で
は
な
く
、
ガ
ラ
ス
製
の
原
板
を
使
っ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
戸
外
の
写
真
で
は
天
気
が
、

室
内
の
写
真
で
も
採
光
が
重
要
で
、
露
光
の
観

点
か
ら
い
っ
て
も
、
晴
天
の
日
に
撮
影
す
る
こ

と
が
好
ま
れ
た
の
で
す
。

　

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）
年
に
は
、
東
京
で

大
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
年
に
東
京
朝

日
新
聞
社
に
営
業
部
庶
務
係
兼
写
真
撮
影
係
と

し
て
入
社
し
た
あ
る
記
者
は
、
洪
水
の
写
真
を

三
枚
撮
っ
た
ら
、
三
日
分
あ
る
か
ら
、
残
り
二

日
間
は
休
暇
で
よ
い
と
上
司
（
社
会
部
長
）
か

ら
言
わ
れ
た
こ
と
を
懐
し
ん
で
い
ま
す

（
８
）
。

　

版
を
作
る
の
に
も
手
間
が
か
か
り
、
何
枚
も

載
せ
ら
れ
な
い
時
期
と
は
い
え
、
時
間
の
流
れ

が
今
と
は
違
う
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。

　

わ
が
国
の
話
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
新
聞
に
写

真
を
載
せ
る
こ
と
は
俗
で
あ
り
、
新
聞
社
と
し

て
の
格
に
響
く
と
い
う
考
え
方
も
、
当
時
は

あ
っ
た
よ
う
で
す

（
９
）
。

5 読売新聞社が総選挙に先立ち立候補予定者に
対して履歴情報や写真 2 枚を求めた依頼文書。
昭和 35（1960）年 8 月 23 日付。浅沼稲次郎
旧蔵の資料で、返送はされなかった模様 < 浅沼
稲次郎関係文書（その 2）書類の部 4194-2>
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異
色
の
写
真

　

画
像
６
は
、
明
治
製
版
所
が
定
期
的
に
刊
行

し
て
い
た
『
写
真
タ
イ
ム
ス
』
と
い
う
雑
誌
に

掲
載
さ
れ
た
写
真
で
す
。

　

武
た
け
と
み富
時と
き
と
し
敏
・
犬
養
毅
・
箕
み
の
う
ら浦
勝か
つ
ん
ど
人
・
大
石

正ま
さ
み巳
と
い
っ
た
憲
政
本
党
の
主
要
幹
部
の
写
真

で
す
。
当
時
の
憲
政
本
党
で
は
、
改
革
派
（
大

石
ら
）と
非
改
革
派（
犬
養
ら
）の
内
紛
が
あ
り
、

同
党
の
動
向
に
は
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
が
あ
り

ま
し
た
。

　

写
真
の
撮
影
は
明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）
年

一
二
月
で
す
。
そ
の
後
も
、
ま
す
ま
す
内
紛
は

深
ま
り
、『
写
真
タ
イ
ム
ス
』
の
刊
行
時
期
（
翌

年
三
月
）
に
は
犬
養
の
除
名
が
本
決
ま
り
と
な

り
ま
し
た
（
の
ち
除
名
は
取
り
消
し
）。

　

そ
の
犬
養
と
大
石
が
同
じ
一
葉
に
お
さ
ま
っ

て
い
ま
す
。
紙
で
鼻
か
ら
下
を
隠
し
、
ポ
ー
ズ

を
作
る
大
石
の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
こ
の
写
真
が
圧
倒
的
に
珍
し
い
の
は
、

日
比
谷
に
あ
っ
た
帝
国
議
会
の
議
事
堂
の
政
党

控
室
と
い
う
撮
影
場
所
で
す
。

　

当
時
、
議
事
堂
の
建
物
内
へ
の
立
ち
入
り
は

厳
し
く
制
限
さ
れ
、
議
員
の
姿
を
控
室
で
捉
え

た
写
真
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
人
が
国

会
議
事
堂
の
政
党
控
室
の
エ
リ
ア
に
入
る
こ
と

は
、
至
難
な
の
で
す
。

　

東
京
朝
日
新
聞
社
の
社
員
で
あ
っ
た
島
内

登と

し

え
志
衛
の
旧
蔵
資
料
（
当
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
）

に
、
明
治
製
版
の
台
紙
に
貼
り
付
け
ら
れ
た
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
印
画
（
画
像
７
）
が
偶
然
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
背
景
を
う
か
が
い
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

写
真
の
裏
書
に
よ
る
と
、
こ
の
写
真
は
、
東

京
朝
日
新
聞
社
所
属
の
谷
口
徳
次
郎
の
撮
影
で

す
。
谷
口
は
、
前
年
に
朝
日
新
聞
社
に
入
社
し

た
ば
か
り
の
新
米
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
の
ち
に
初

代
写
真
部
長
と
な
り
ま
し
た
。
新
聞
記
者
の
谷

口
で
あ
れ
ば
、
議
会
の
出
入
り
に
必
要
な
記
者

徽き
し
ょ
う章
（
議
会
立
ち
入
り
の
た
め
の
バ
ッ
ジ
）
を

入
手
し
て
議
事
堂
内
に
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き

た
は
ず
で
す
。
こ
の
写
真
は
『
写
真
タ
イ
ム
ス
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
版
権
は
明
治
製
版

所
側
が
持
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
新
聞
社
の

カ
メ
ラ
マ
ン
と
製
版
会
社
が
協
力
関
係
に
あ
っ

た
時
期
の
合
作
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
珍
し
い

場
所
で
の
撮
影
が
実
現
し
た
と
い
え
る
で
し
ょ

う
。

製
版
会
社
か
ら
通
信
社
へ

　

第
一
次
世
界
大
戦
が
勃
発
す
る
こ
ろ
に
な
る

と
、
明
治
製
版
所
、
辻
村
製
版
所
等
の
製
版
会

社
の
競
争
も
激
化
し
、
ニ
ュ
ー
ス
写
真
の
各

社
へ
の
提
供
を
盛
ん
に
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
（
１
０
）。
事
件
の
出
張
撮
影
を
行
っ
た
上
で
、
自
転

6 「犬養氏の除名問題」と題された
写真
右から武富時敏、犬養毅、箕浦勝人、
大石正巳　『写真タイムス』2　明治
42（1909）年 3 月 < 雑 61-520>

『写真タイムス』は雑誌のように販
売されるだけでなく、明治製版所の
写真カタログであったともいえる
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車
に
て
小
僧
が
先
を
競
っ
て
各
社
に
回
っ
て
、

製
版
の
注
文
を
引
き
受
け
、
写
真
を
販
売
し
た

と
い
い
ま
す
。
萬
朝
報
、
や
ま
と
新
聞
、
中
央

新
聞
、
東
京
日
日
新
聞
、
読
売
新
聞
、
二
六
新

報
な
ど
の
主
要
紙
は
軒
並
み
製
版
会
社
を
利
用

し
ま
し
た
。

　

新
聞
社
自
身
と
し
て
も
撮
影
体
制
を
整
え
た

ほ
か
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
、
帝
国
通

信
社
、
日
本
新
聞
聯
合
社
（
現
・
共
同
通
信
社
）

と
日
本
電
報
通
信
社
（
現
・
電
通
）
の
写
真
販

売
も
盛
ん
と
な
り
ま
し
た

（
１
１
）。
一
九
三
六
年
に
は

同
盟
通
信
社
が
成
立
し
ま
す
。

8 読者向け新年挨拶のページに掲載された、明治製版所の社内
『写真タイムス』12　明治 43（1910）年 1 月 < 雑 61-520>

7 明治製版写真部の台紙付の写真
右から武富時敏・犬養毅・箕浦勝人・大石正
巳　明治 41（1908）年 12 月（第 25 回帝
国議会開会当日）との裏書がある < 島内志剛
関係文書 1063>
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9 電送写真通信契約書　光永星郎（日
本電報通信社取締役社長 )・與良松三
郎 ( 名古屋新聞社無限責任社員 ) 
昭和 3（1928）年 11 月 1 日 < 小山松
寿関係文書 433>

撮
影
か
ら
印
刷
ま
で

　

新
聞
製
作
の
た
め
に
写
真
が
撮
ら
れ
、
印
刷

さ
れ
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
に
は
時
期
に
よ
っ
て

様
々
な
変
化
が
あ
り
ま
す

（
１
２
）。

　

写
真
が
紙
面
に
自
在
に
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
昭
和
初
期
頃
を
例
に
と
る
と
、
撮
影
→

運
ぶ
→
選
ぶ
→
修
整
→
組
版
→
印
刷
の
よ
う

に
、
様
々
な
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い
ま
す
（
イ
ラ

ス
ト
参
照
）。

　

撮
影
の
苦
労
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
速
報
性

を
他
社
と
競
い
、
朝
刊
夕
刊
の
締
め
切
り
が
あ

る
新
聞
写
真
に
は
、「
運
ぶ
」
苦
労
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
を
「
運
ぶ
」
上
で
、
画
期
と
な
っ
た
も

の
と
し
て
、
電
送
（
今
日
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
）
の

し
く
み
が
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
で
は
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
の
昭

和
の
大
礼
に
間
に
合
わ
せ
よ
う
と
実
現
を
み
た

も
の
で
、
各
社
で
模
索
が
続
き
、
こ
の
と
き

大
阪
毎
日
新
聞
社
が
試
験
電
送
に
成
功
し
ま
し

た
。

　

画
像
９
は
名
古
屋
新
聞
（
現
・
中
日
新
聞
）
が
、

当
時
の
主
要
通
信
社
の
一
つ
で
あ
る
日
本
電
報

通
信
社
と
の
間
で
写
真
電
送
を
め
ぐ
っ
て
と
り

か
わ
し
た
契
約
書
の
原
本
で
す
。
写
真
掲
載
時

に
「
電
送
写
真
」
と
あ
わ
せ
て
記
す
こ
と
な
ど
、

通
信
社
の
側
で
も
諸
種
条
件
を
付
け
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。
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朝
日
、
東
京
日
日
、
報
知
な
ど
大
規
模
な
新

聞
社
の
中
に
は
遠
距
離
の
配
送
の
た
め
、
昭
和

初
期
頃
に
飛
行
機
を
導
入
し
た
社
も
あ
り
ま

す
。

鳩
の
活
躍

　

鳩
も
、
昭
和
三
〇
年
代
ご
ろ
ま
で
は
、
写
真

を
運
ぶ
役
目
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

　

鳩
は
、
写
真
の
原
板
で
あ
る
ガ
ラ
ス
乾
板
は

背
負
え
ま
せ
ん
。
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
が
普
及
し
、

フ
ィ
ル
ム
を
筒
に
入
れ
て
鳩
に
持
た
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
新
聞
写
真
に
お
け
る

鳩
の
必
要
性
は
高
ま
り
ま
し
た
。
大
正
一
一

（
一
九
二
二
）
年
七
月
、
皇
太
子
時
代
の
昭
和

天
皇
の
富
士
山
登
山
の
報
道
事
例
が
、
新
聞
社

に
よ
る
鳩
の
フ
ィ
ル
ム
輸
送
の
先
駆
け
と
い
わ

れ
て
い
ま
す

（
１
３
）。

軍
か
ら
借
り
受
け
た
鳩
を
山
上

か
ら
放
し
た
も
の
で
す
。

　

鳩
の
帰
巣
本
能
を
利
用
し
た
し
く
み
な
の

で
、
普
段
、
鳩
は
新
聞
社
の
鳩
舎
で
暮
ら
し
ま

す
（
画
像
11
）。

　

鳩
係
（
新
聞
社
社
員
）
は
、
か
ご
に
入
れ
た

鳩
を
持
ち
、
一
緒
に
撮
影
場
所
ま
で
移
動
し
ま

す
。
基
本
的
な
ス
タ
イ
ル
と
し
て
鳩
は
五
・
六

羽
で
隊
列
を
組
み
、
先
導
役
の
鳩
、
写
真
フ
ィ

ル
ム
を
運
ぶ
鳩
、
写
真
の
説
明
書
き
（
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
）
を
運
ぶ
鳩
に
手
分
け
し
て
飛
び
ま
す
。

10 当時の名古屋新聞社（現・中日新聞）文選工場　
『名古屋新聞社記念写真帖』1929< 小山松寿関係文書 5092>

11 大阪毎日新聞社の鳩
舎
平 野 岑 一『 新 聞 の 知
識 』 大 阪 毎 日 新 聞 社　
1933<590-416 イ>

（
絵
・
正し

ょ
う
ぼ保 

五さ
つ
き月

）
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12 背後の木の茂みの濃淡が修正さ
れている。降車中の西園寺公望と手
を差し伸べる原田熊雄 < 憲政資料室
収集文書 1477>

沢
山
背
負
わ
せ
れ
ば
ス
ピ
ー
ド
が
あ
が
ら
な
い

か
ら
で
す
。
タ
カ
や
ハ
ヤ
ブ
サ
に
襲
わ
れ
る
こ

と
な
ど
、
不
慮
の
遭
難
も
視
野
に
入
れ
る
必
要

が
あ
り
ま
し
た

（
１
４
）。

　

文
字
の
原
稿
の
輸
送
に
お
い
て
も
、
伝
書
鳩

は
活
躍
し
ま
し
た
。
海
上
輸
送
も
鳩
を
使
う
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
。
出
先
で
は
、
現
場
の
電
話

を
争
う
と
き
が
あ
り
、
他
社
と
の
競
争
で
数
少

な
い
電
話
機
を
思
う
よ
う
に
使
え
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
自
社
の
鳩
に
原
稿
を
運
ば
せ
る
手

法
の
ほ
う
が
柔
軟
な
場
合
が
あ
っ
た
の
で
す
。

紙
面
と
見
比
べ
る

　

製
版
に
先
立
っ
て
、輪
郭
等
の
修
整
（
レ
タ
ッ

チ
）
を
行
う
の
は
新
聞
に
限
ら
ず
し
ば
し
ば
行

わ
れ
る
手
法
で
し
た
。
新
聞
の
用
紙
は
写
真
写

り
の
よ
い
紙
質
で
は
な
い
こ
と
も
あ
り
、
当
時

の
技
術
で
は
、
製
版
前
に
グ
レ
ー
色
の
絵
具
を

用
い
た
濃
淡
の
修
整
を
行
っ
て
い
ま
し
た

（
１
５
）（
画

像
12
）。

　
『
東
京
朝
日
新
聞
』
を
例
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
写
真
と
実
際
に
刊
行
さ
れ
た
紙
面
を
見
比
べ

て
み
る
と
、
修
整
の
効
果
が
わ
ず
か
に
う
か
が

わ
れ
ま
す

（
１
６
）（
画
像
15
、
16
）。

修
整
の
必
要
な
写
真

　

修
整
の
事
情
が
推
察
で
き
そ
う
な
写
真
も
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

画
像
13
は
、
予
算
委
員
会
に
お
け
る
外
相
と

陸
相
で
す
。

　

こ
の
写
真
に
限
ら
ず
、
日
比
谷
時
代
の
衆
議

院
予
算
委
員
会
の
写
真
に
は
修
整
の
苦
労
を
想

像
さ
せ
る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
す
が
、

大
臣
席
や
予
算
委
員
会
の
発
言
者
席
は
、
ガ
ラ

ス
窓
を
背
に
し
た
位
置
取
り
の
た
め
、
カ
メ
ラ

マ
ン
は
逆
光
に
苦
し
ん
だ
の
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

　

画
像
14
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約

締
結
の
際
の
吉
田
茂
全
権
（
首
相
）
の
写
真
で

す
（
１
７
）。

　

こ
の
と
き
の
吉
田
の
演
説
原
稿
は
、
筆
（
墨
）

で
し
た
た
め
ら
れ
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
に

も
な
ぞ
ら
え
ら
れ
る
大
き
な
巻
物
で
あ
る
こ
と

は
有
名
で
す
。
写
真
に
写
る
吉
田
の
手
元
の
巻

物
の
様
子
か
ら
み
る
に
、
ほ
と
ん
ど
朗
読
に

入
っ
て
い
な
い
瞬
間
の
は
ず
で
す
。
各
社
は
こ

の
重
大
ニ
ュ
ー
ス
の
報
を
相
競
い
あ
っ
て
お

り
、
読
み
始
め
る
か
否
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

撮
影
し
、
即
電
送
に
回
し
た
の
で
し
ょ
う
。
絵

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
海
外
か
ら
の
電

送
が
あ
ま
り
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
当
時
の
電
送
写
真
で
は
絵
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
も
珍
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
の
ケ
ー
ス
も
そ
れ
と
思
わ
れ
ま
す
。

13 （上）「外相（右）と陸相（左）」『東京朝日新聞』昭和 8（1933）
年 2 月 11 日付

（下）成沢玲川等『新聞写真の理論と実際』（アサヒカメラ
叢書第 7）東京朝日新聞社　1934 < 請求記号 647-45> に
掲載の写真
大臣席の内田康哉外務大臣と荒木貞夫陸軍大臣
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16 （右）「久方ぶりの入京　西園寺公」『東京朝日新聞』大正 13
（1924）年 10 月 6 日付
（左）< 憲政資料室収集文書 1477>

15 （上）　「西園寺公興津へ」『東京朝日新聞』大正
14 年 11 月 22 日付夕刊（西園寺公望と珍田捨己）

（下）< 憲政資料室収集文書 1477>

14 「演説する吉田全権」『朝日新聞』昭和 26（1951）
年 9 月 9 日付（黒川特派員撮影　サンフランシス
コ－東京間電送）

新聞紙面原写真

新
聞
紙
面

原
写
真
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裏
面
の
ス
タ
ン
プ
を
読
む

　

新
聞
写
真
の
来
歴
を
う
か
が
わ
せ
る
の
は
、

写
真
の
表
面
よ
り
、
む
し
ろ
裏
面
で
す
。

　

画
像
17
を
見
る
と
、「
東
京
朝
日
写
真
部
」
や

「
東
京
朝
日
保
存
写
真
」の
ス
タ
ン
プ
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ン
プ
が
あ
り
ま
す
。

　

写
真
部
に
は
写
真
記
者
が
属
し
、
写
真
部
の

ス
タ
ン
プ
の
日
付
は
撮
影
日
で
あ
る
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。
そ
の
後
に
、
取
捨
選
択
の
上

で
保
存
す
る
と
決
め
た
際
な
ど
に
押
さ
れ
る
の

が
、
保
存
写
真
や
索
引
係
、
調
査
部
の
ス
タ
ン

プ
で
す
。「
７
１
４
」
や
「
４
、０
９
５
」
と
い
っ

た
番
号
は
、
新
聞
社
で
後
年
の
保
存
の
た
め
に

決
め
て
い
る
人
物
特
定
の
た
め
の
番
号
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
ス
タ
ン
プ
や
裏
書
き
の
種
類
は

多
種
多
様
で
、
日
付
印
が
あ
っ
て
も
そ
れ
が
撮

影
日
で
は
な
い
こ
と
も
多
い
こ
と
に
、
十
分
な

注
意
が
必
要
で
す
。
撮
影
か
ら
保
存
ま
で
に
、

か
な
り
の
間
隔
が
あ
い
た
り
、
撮
影
日
の
ス
タ

ン
プ
が
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
の
で

す
（
１
８
）。

通
信
社
の
写
真

　

通
信
社
の
ス
タ
ン
プ
に
も
、
様
々
な
も
の
が

あ
り
ま
す（
画
像
18
、19
、20
）。
ま
た
通
信
社
は
、

写
真
を
販
売
す
る
際
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
と
と
も
に

複
数
の
相
手
先
に
売
る
た
め
、
謄
写
版
で
印
刷

17 東京朝日新聞の写真裏面
< 憲政資料室収集文書 1477>

表

裏

19 大阪電報通信社由来の写真の裏面。立ち姿は
政治家・横田千之助 < 憲政資料室収集文書 1229>

18 同盟通信社由来の写真の裏面。右は無断転載厳禁といった
注意書きがある < 憲政資料室収集文書 1477>

通信社由来の写真の裏面
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21 占領期に検閲をパスした際に押された写真裏面の民間
検閲局（CCD）のスタンプ

『サン写真新聞』検閲ゲラ　昭和 22（1947）年 9 月 21 日
（原所蔵機関 : メリーランド大学ゴードン W. プランゲ文庫　
プランゲ文庫請求記号 : 47-loc-0898H, P）
国立国会図書館デジタルコレクション URL
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9862175
新聞と検閲には根深い歴史があり、戦前にも、新聞にかか
わる検閲の一環として多くの写真が掲載不許可とされた

さ
れ
た
説
明
書
き
が
貼
り
付
い
て
い
る
場
合
、

新
聞
社
で
は
な
く
、
通
信
社
の
撮
影
写
真
で
あ

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

広
が
る
新
聞
写
真
の
世
界

　

新
聞
写
真
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
日
々
進
歩
し

て
お
り
、
そ
の
過
程
で
、
タ
イ
ト
ル
の
充
実
化

や
年
代
推
定
が
進
ん
で
い
ま
す

（
１
９
）。
こ
う
し
た

20 「オリンピックデー歓喜の裡に凱旋」『新聞聯合写真ニュー
ス』昭和 7（1932）年 9 月 3 日 < 請求記号 Z72-C701>

22 「忠犬ハチ公の葬儀」『東
京日日新聞』昭和 10（1935）
年 3 月 13 日付

23 「「恩を忘れるな」の主 忠
犬ハチ公の死　骸へ注がれる
涙」『読売新聞』昭和 10（1935）
年 3 月 9 日付夕刊

新聞が生んだアイドル
　忠犬ハチ公

渋谷駅前の銅像で知られるハチ公は、
駅の近所（松濤）に住む上野英三郎（東
京帝国大学農学部教授）の飼い犬でし
た。上野は大正 14（1925）年 5 月
21 日に脳溢血で急死しましたが、そ
の上野を迎えに 10 年あまり渋谷駅に
通ったというエピソードにより有名で
す。ハチは当初有名な犬ではなかった
のですが、そのエピソードが新聞投書
に載り、ストーリーが共有されたこと
で〝忠犬″として知られるようになり、
存命中に銅像までもが建立されまし
た。ハチ公の初代の銅像は金属供出に
より短期間でこわされましたが、戦後
に再建され、ハチ公やその銅像の写真
はたびたび撮られ、渋谷駅の様子の変
化を知らせてくれます。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/9862175
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デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
収
録
範
囲
に
は
紙
面
に
な
い

写
真
や
新
聞
社
の
刊
行
す
る
グ
ラ
フ
雑
誌
、
地

方
新
聞
社
の
写
真
の
一
部
な
ど
も
含
ま
れ
て
お

り
、
新
聞
写
真
の
範
囲
と
可
能
性
は
広
が
っ
て

い
ま
す

（
２
０
）。

　

新
聞
写
真
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
聞
社
に
お
け

る
現
用
の
資
料
で
も
あ
り
、
各
社
で
事
情
の
違

い
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
筆
者

も
含
め
た
部
外
者
に
と
っ
て
は
想
像
し
が
た
い

点
も
あ
り
ま
す
が
、
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、

新
聞
写
真
の
文
脈
を
よ
り
一
層
考
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
な
い
と
思
わ
さ
れ
ま
す
。
当
時
の

技
術
的
な
制
約
、
新
聞
社
・
通
信
社
の
歴
史
、

新
聞
社
に
お
け
る
写
真
資
料
の
収
集
、
写
真
の

検
閲
な
ど
、
新
聞
写
真
を
め
ぐ
る
状
況
に
は
、

時
代
時
代
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
が
あ
る

か
ら
で
す

（
２
１
）。

　

技
術
革
新
に
よ
り
、
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
は
実

用
か
ら
遠
ざ
か
り
、
新
聞
写
真
の
撮
影
、
修
整
、

運
搬
な
ど
に
か
か
る
プ
ロ
セ
ス
は
、
様
変
わ
り

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
葉
の
写
真
が
さ
ま

ざ
ま
な
過
程
を
経
て
紙
面
に
た
ど
り
着
い
て
い

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
写
真
が
た
ど
っ
て

き
た
事
情
を
想
像
す
る
こ
と
は
、
難
し
い
な
が

ら
も
面
白
い
課
題
で
す
。

1 『日本新聞百年史』日本新聞百年史刊行会 編・刊　1960　p.544< 請
求記号 070.21-N6882>

2 この亜鉛凸版の解説については『印刷都市東京と近代日本』凸版印刷 
印刷博物館　2012　pp.170-173 < 請求記号 UE82-J11>

3 鎌田弥寿治『写真製版技術小史』共立出版　1971　p.101< 請求記号 
PE61-8>  

4 羽島知之 編著『新聞の歴史　写真・絵画集成 1 ( 新聞の誕生 )』日本図
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弘文館　2012< 請求記号 UC89-J12>
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p.283, pp.467-468, p.522< 請求記号 UC171-33>
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阪出版社　1938　pp.142-144< 請求記号 758-106>

8 谷口徳次郎「表彰式に於ける感想」『勤続者表彰式記録』朝日新聞社 編・
刊　1933　pp.63-65　https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1025537；
谷口徳次郎「新聞写真の歴史」『アサヒカメラ叢書 第 7』東京朝日新聞社　
1934　pp.21-30< 請求記号 647-45>

9 同上、谷口徳次郎「表彰式に於ける感想」pp.63-65
10 谷口徳次郎「新聞寫眞に就いて」『綜合ヂャーナリズム講座 第 4 巻』

内外社［編］・刊　1931　pp.217-234< 請求記号 特 276-28>
11 報道写真の歴史も含めて通信社の写真撮影に関する貴重な証言も収録

した文献として『証言通信社史』がある。『証言通信社史』編集委員会 
編　新聞通信調査会　2021< 請求記号 UC85-M1>

12 伴俊彦『新聞の写真』同文館　1955< 請求記号 747-B58s>；小野秀
雄『日本新聞史』良書普及会　1955< 請求記号 070.21-O695n>

13 前掲「新聞写真の歴史」『アサヒカメラ叢書 第 7』p.48
14 兼子昭一郎「戦後新聞写真史 -4- スピグラと鳩」『新聞研究』388　

1983.11　pp.48-57< 請求記号 Z21-88>

15 北尾鐐之助「写真部の組織と活動」『綜合ヂャーナリズム講座 第 1 巻』
内外社 編・刊　1930　p.21< 請求記号 070.8-So626-N>

16 小樽新聞記者の旧蔵写真を事例に新聞社の旧蔵写真と紙面と見比べ
た貴重な成果として、三浦泰之「昭和戦前期の新聞写真　小樽新聞記
者藤井伝一郎旧蔵写真群について」『北海道開拓記念館研究紀要』41　
2013　pp.169-238< 請求記号 Z8-854>

17 通信社による別の写真帖には『吉田内閣と講和記念写真帖』聯合写真
通信社　1952< 請求記号 312.8-R18y>

18 スタンプや裏面について朝日新聞社各位のご教示を得ました。ここに
記して感謝します。

19 海外の動きとしては、1789 年から 1963 年までの新聞に掲載されて
いる写真を検索できる Newspaper Navigator（Library of Congress：
米国議会図書館）も登場しており、新聞写真に着目したプロジェクト
として注目される。https://news-navigator.labs.loc.gov/search

20 新聞社における写真データベース構築の過程を論じたものに、長倉正
知「国民の「文化財」を未来へ　毎日フォトバンクの取り組みから」『新
聞研究』681　2008.4　pp.26-29< 請求記号 Z21-88>；吉田耕一郎

「デジタル時代の映像 ( 写真・動画 ) アーカイブ　朝日新聞フォトアー
カイブ」『情報管理』59(2)　2016.5　pp.113-122< 請求記号 Z14-
375>；大久保資宏 「歴史を宿す「一枚」を未来に　デジタル化と地方紙
連携進む毎日フォトバンク」『新聞研究』836　2021.7　pp.50-53<
請求記号 Z21-88>

21 戦前の朝日新聞社の旧蔵写真のコレクション（いわゆる「富士倉庫写
真」）を対象に、その内容や来歴を詳細に分析した成果として、朝日新
聞社「写真が語る戦争」取材班『朝日新聞の秘蔵写真が語る戦争』朝
日新聞出版　2009< 請求記号 GB521-J57>

※新聞は、夕刊のものに夕刊と記し、朝刊である場合記載を略。

24 新聞記者の使うカメラには、持ち運びやすさなども
加味され、流行がある。戦前は、アンゴー、パルモスが
広く使われた。終戦後から昭和 30 年代ごろまではスピー
ドグラフィック（通称スピグラ）が最も使われた。この
鳩山首相の誕生時点での記者のカメラはスピグラばかり
が見える
鳩山一郎の首班指名を決定した後乾杯する民主党代議士
会「鳩山首班かくて誕生」『毎日新聞』昭和 29（1954）
年 12 月 10 日付

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1025537
https://news-navigator.labs.loc.gov/search
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「
階
段
の
ぼ
っ
て
っ
と
は
か
は
か
っ
て

や
ー
」
と
い
う
言
葉
を
、
標
準
語
に
変
換
し

た
つ
も
り
で
、「
階
段
を
上
っ
て
い
る
と
は

か
は
か
す
る
ん
で
す
よ
ね
」
と
言
っ
た
こ
と

が
あ
る
。「
息
切
れ
す
る
」と
言
う
べ
き
だ
っ

た
か
！　

と
気
が
付
い
て
も
、
後
の
祭
り
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
出
身
地
の
方
言
を
方
言
と

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
会
話
が
途

切
れ
た
り
、
聞
き
返
さ
れ
た
り
し
て
、
驚
い

た
経
験
を
持
つ
方
は
多
い
だ
ろ
う
。
特
に
オ

ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬
態
語
）
は
、
響
き

の
面
白
さ
か
ら
か
、
そ
れ
ま
で
の
会
話
そ
っ

ち
の
け
で
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
こ
と
さ
え

あ
る
。

　
『
東
北
方
言
オ
ノ
マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬

態
語
）
用
例
集
』
は
、
東
北
地
方
太
平
洋
側

を
対
象
と
し
た
用
例
集
だ
。
２
つ
の
試
作
版

を
経
て
、
２
０
１
２
年
３
月
に
最
終
版
が
刊

行
さ
れ
た
。
体
調
や
気
分
に
関
す
る
単
語
を

中
心
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
例
文
に
よ
っ
て

実
際
の
用
例
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
例
文

に
は
オ
ノ
マ
ト
ペ
以
外
の
方
言
も
含
ま
れ
る

の
で
、
読
み
込
む
ほ
ど
に
新
し
い
東
北
方
言

に
出
会
え
る
。

　

２
０
１
１
年
、東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

各
地
か
ら
被
災
地
へ
多
く
の
医
療
支
援
者
が

や
っ
て
き
た
。
序
文
を
寄
せ
る
岩
手
県
立
大

船
渡
病
院
院
長
・
八
島
氏（
当
時
）に
よ
れ
ば
、

当
時
の
現
場
に
お
い
て
は
「
患
者
の
言
葉
が

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
声
が
相
当
数
上
が
っ

て
い
た
。
特
に
身
体
感
覚
や
気
分
の
表
現
は

オ
ノ
マ
ト
ペ
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
本

書
は
、
そ
の
声
に
こ
た
え
て
作
成
さ
れ
た
。

試
作
版
は
、
東
北
の
医
療
関
係
者
や
被
災
者

支
援
施
設
、
一
部
の
公
立
図
書
館
等
へ
配
布

さ
れ
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
東
北
地
方
太
平
洋

側
各
県
の
図
書
館
に
お
け
る
本
書
（
試
作
版

含
む
）
の
所
蔵
状
況
を
見
る
と
、
沿
岸
部
を

中
心
と
し
て
、
広
く
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
分
か
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
不
全
は
、
往
々

に
し
て
、
双
方
へ
少
な
か
ら
ぬ
ス
ト
レ
ス
を

も
た
ら
す
。
対
話
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
医

療
の
現
場
に
お
い
て
、
方
言
が
多
用
さ
れ
る

困
難
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
方
、
患
者
で

あ
る
被
災
者
の
な
か
に
は
、
一
般
に
方
言
と

さ
れ
る
言
語
こ
そ
が
「
標
準
」
で
あ
り
、
心

身
の
状
態
を
表
現
す
る
基
盤
で
あ
る
、
と
い

う
方
も
い
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
、
言
葉
は

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
問
題
に
も
深
く
関
わ

る
。
震
災
後
、
医
療
を
受
け
た
被
災
者
に

と
っ
て
、
そ
の
言
語
は
「
奪
わ
れ
ず
に
済
ん

だ
も
の
」
の
一
つ
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

双
方
の
橋
渡
し
を
目
指
し
本
書
の
作
成
に
携

わ
っ
た
方
々
、
ま
た
支
援
に
あ
た
っ
た
医
療

関
係
者
の
方
々
に
は
、
頭
が
下
が
る
思
い
が

す
る
。

　

さ
て
、
冒
頭
の
「
は
か
は
か
」
は
、
本
書

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
語
で
、
筆
者
の
出
身

地
で
よ
く
使
わ
れ
る
表
現
の
一
つ
だ
。
地
元

を
懐
か
し
む
気
持
ち
と
共
に
、
つ
い
て
回
る

不
安
を
改
め
て
自
覚
す
る
。
地
元
を
離
れ
て

久
し
く
、
方
言
で
話
す
機
会
は
今
や
ほ
と
ん

ど
な
い
。
私
は
今
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

「
お
ら
ほ
（
私
た
ち
）
の
言
葉
」
の
喪
失
に

加
担
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
？（

伊
藤 

響
）

東北方言オノマトペ（擬
音語・擬態語）用例集
青森県・岩手県・宮城県・福島県
竹田晃子 作成　人間文化研究機構国立
国語研究所　2012.3　202p；19cm
<請求記号 KF123-J46>

※本書は国立国語研究所ホームページで PDF が閲覧可能です。
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シ
ス
テ
ム
基
盤
課
業
務
シ
ス
テ
ム
運
用
係

長
と
し
て
、
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
。

主
に
来
館
利
用
者
や
職
員
が
使
用
す
る
シ

ス
テ
ム
の
運
用
保
守
を
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
収
集
書
誌
部
門
の
職
員
が
使
う
収

集
整
理
シ
ス
テ
ム
と
か
、
利
用
者
の
方
に

書
庫
の
資
料
を
出
納
し
て
貸
し
付
け
を
し

た
り
す
る
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
と

か
。

昨
年
末
に
利
用
者
用
端
末
の
交
換
を
担
当

さ
れ
た
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
も
、
そ
の
シ

ス
テ
ム
の
関
係
な
ん
で
す
か
？

そ
う
で
す
。
来
館
利
用
者
の
入
退
館
管
理

や
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
の
受
理
処
理
を
行
う

シ
ス
テ
ム
全
体
の
リ
プ
レ
ー
ス
を
行
っ
た

の
で
、
そ
の
一
環
で
す
。
端
末
や
プ
リ
ン

タ
ー
と
シ
ス
テ
ム
が
一
体
化
し
て
い
る
の

で
、
そ
れ
ら
も
リ
プ
レ
ー
ス
し
ま
し
た
。

端
末
自
体
が
、
４
、５
年
経
つ
と
壊
れ
や

す
く
な
る
の
で
換
え
な
き
ゃ
い
け
な
い
の

と
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
た
め
の
ベ
ー
ス

で
あ
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
だ
ん
だ
ん
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
の
で
、
手
を

加
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
ん
で
す
。
ユ
ー

ザ
ビ
リ
テ
ィ
の
関
係
で
、
こ
れ
を
機
に
直

し
ま
し
ょ
う
、
と
シ
ス
テ
ム
改
修
も
し
ま

す
。

そ
れ
は
業
者
に
委
託
し
て
？

大
前
提
と
し
て
、
運
用
と
か
開
発
と
い
っ

て
も
シ
ス
テ
ム
は
自
分
で
作
っ
て
な
い
で

す
。
開
発
作
業
か
ら
丸
ご
と
委
託
す
る
形

で
調
達
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
案
件
が
う

ま
く
い
く
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
を

す
る
と
い
う
の
が
、
一
番
の
仕
事
で
す
。

な
る
ほ
ど
。
施
設
整
備（

１
）と

同
じ
で
す
ね
。

受
託
業
者
さ
ん
に
「
当
館
に
と
っ
て
こ
の

あ
た
り
が
特
に
大
事
な
ん
で
す
」
と
い
う

と
こ
ろ
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
。
要
件
だ
っ

た
り
、
サ
ー
ビ
ス
が
止
ま
っ
ち
ゃ
い
け
な

い
日
だ
っ
た
り
。
職
員
側
だ
と
、
あ
あ
し

た
い
、
こ
う
し
た
い
っ
て
思
っ
ち
ゃ
う
と

こ
ろ
を
、
予
算
や
仕
様
の
範
囲
を
超
え
な

い
よ
う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。

と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
Ｉ
Ｔ
技
術
に
詳
し

く
な
い
と
で
き
な
い
の
で
は
。

そ
う
で
も
な
い
ん
で
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
最

近
の
技
術
動
向
に
詳
し
い
ほ
う
が
、
館
の

シ
ス
テ
ム
の
将
来
の
見
通
し
は
立
て
や
す

い
で
す
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
も
自
分
で

で
き
た
り
す
れ
ば
い
い
と
思
う
ん
で
す
け

ど
、
残
念
な
が
ら
僕
は
ど
っ
ち
も
で
き
ま

せ
ん
。

そ
う
な
ん
で
す
か
！

た
だ
、
業
者
さ
ん
も
聞
け
ば
何
で
も
教
え

て
く
れ
ま
す
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
を
読

池田 大希　電子情報部　システム基盤課　業務システム運用係長

平成25（2013）年 4月　 電子情報部　システム基盤課　運用調整係　 　
平成25（2013）年 7月　 電子情報部　システム基盤課　システム基盤構築係
平成27（2015）年 10月　 調査及び立法考査局　外交防衛課
平成30（2018）年 4月　 利用者サービス部　サービス企画課　情報サービス企画係
令和 2（2020）年 4月　 利用者サービス部　サービス企画課　情報サービス企画係長
令和 3（2021）年 4月　 電子情報部　システム基盤課　業務システム運用係長

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.8

Season2

図書館資料と最新のウェブ情報を意識的に結びつけながら、より高度なレファレンスができたらいいなと思います

（1）本誌2021年10月号参照

※令和4年2月3日インタビュー実施
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む
力
が
高
い
エ
ー
ス
級
の
職
員
も
い
る
。

教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
業
務
を
遂
行
し
て

ま
す
。

そ
れ
は
心
強
い
。
一
方
で
、端
末
リ
プ
レ
ー

ス
の
様
子
を
見
る
と
、
や
や
肉
体
労
働
に

近
い
よ
う
な
部
分
も
あ
り
そ
う
で
す
。

そ
う
な
ん
で
す
よ
。
端
末
が
い
っ
ぱ
い
来

て
、
そ
れ
ら
の
設
定
作
業
を
行
う
場
所
と

し
て
こ
の
く
ら
い
の
広
さ
の
空
間
が
必
要

な
の
で
、あ
の
部
屋
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
、

と
か
。「
上
手
に
引
っ
越
し
す
る
ス
キ
ル
」

で
す
ね
（
笑
）。

係
長
と
し
て
、
係
担
当
の
シ
ス
テ
ム
全
部

を
把
握
し
て
い
る
ん
で
す
か
？

薄
く
広
く
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
個
別
に

ち
ょ
っ
と
大
き
な
課
題
、
今
回
の
リ
プ

レ
ー
ス
だ
っ
た
り
と
か
は
詳
し
く
把
握
し

て
い
ま
す
。
担
当
職
員
同
士
の
調
整
で
困

難
な
と
き
な
ど
は
、
対
応
を
判
断
さ
せ
て

も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
ち
ら
か
と

い
う
と
全
体
の
負
担
が
軽
く
な
る
方
を
選

択
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
直
近
で
あ
っ

た
の
は
、
Ａ
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
、
Ｂ
と

い
う
シ
ス
テ
ム
に
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
る

ん
で
す
け
ど
、
そ
の
一
部
が
お
か
し
い
と

い
う
こ
と
が
最
近
分
か
っ
た
ん
で
す
。
悪

い
の
は
Ａ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
Ｂ
の
方

が
簡
単
に
直
せ
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
Ｂ
の

方
に
直
さ
せ
る
と
か
。

合
理
的
で
す
ね
。
失
敗
談
と
か
苦
労
話
は

な
い
で
す
か
？

印
象
深
い
と
い
う
こ
と
で
は
、
入
退
館

ゲ
ー
ト
の
交
換
で
す
ね
。
東
京
本
館
で
す

と
昨
年
12
月
中
に
本
館
ま
た
は
新
館
の

ゲ
ー
ト
を
交
換
、
今
年
１
月
に
も
う
一
方

の
ゲ
ー
ト
を
交
換
す
る
、と
い
う
こ
と
が
、

僕
が
異
動
し
て
く
る
前
か
ら
決
ま
っ
て
い

ま
し
た
。
た
だ
、
そ
の
時
は
コ
ロ
ナ
で
入

館
制
限
を
し
て
い
て
、
本
館
ゲ
ー
ト
し
か

使
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。
本
館
ゲ
ー

ト
を
交
換
し
て
い
る
間
、
代
わ
り
に
新
館

ゲ
ー
ト
を
開
け
る
と
な
る
と
、
普
段
使
っ

て
い
な
い
の
で
準
備
が
大
変
す
ぎ
る
。
だ

か
ら
開
館
中
は
や
め
た
ほ
う
が
い
い
。
で

も
も
と
も
と
徹
夜
作
業
と
か
を
組
ん
で
る

わ
け
も
な
い
。
そ
れ
で
い
ろ
い
ろ
と
調
整

が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
臨
時
休
館
日
を

設
け
る
こ
と
に
な
っ
た
ん
で
す
。

も
し
コ
ロ
ナ
じ
ゃ
な
か
っ
た
ら
問
題
な

か
っ
た
わ
け
で
す
よ
ね
。

は
い
。
臨
時
休
館
は
利
用
者
の
方
に
と
っ

て
不
利
益
な
の
で
、
間
接
的
に
コ
ロ
ナ
の

せ
い
と
は
い
え
難
し
い
判
断
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

入
館
し
た
と
き
も
シ
ス
テ
ム
基
盤
課
配
属

で
し
た
ね
。

今
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し

た
。
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
リ
プ
レ
ー
ス

を
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
僕
は
メ
ー
ル
と

か
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
、
館
内
イ
ン
ト
ラ
を

主
に
担
当
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
時
も

引
っ
越
し
計
画
を
立
て
た
り
、
進
捗
を
管

理
し
た
り
す
る
役
割
も
担
い
ま
し
た
。

館
内
イ
ン
ト
ラ
は
リ
プ
レ
ー
ス
の
た
び
に

便
利
に
な
る
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分

な
り
の
創
意
工
夫
が
実
現
で
き
た
と
か
は

あ
り
ま
し
た
か
？

こ
れ
も
ま
た
、
僕
が
来
た
時
に
は
だ
い
ぶ

要
件
は
決
ま
っ
て
い
た
の
で
。
僕
は
シ
ス

テ
ム
を
自
分
で
構
想
を
し
て
実
現
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
は
し
て
い
な
く
て
、
す
で

に
決
ま
っ
て
い
る
仕
様
で
「
ど
う
や
っ
て

こ
れ
を
実
現
す
る
ん
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ

と
が
多
い
で
す
ね
（
笑
）。

僕
は
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
い
え
ば
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
、
同
じ
も
の
を
長
く
使
え

れ
ば
そ
れ
で
い
い
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
。
改
善
し
て
も
劇
的
な
効
果
が
見
ら
れ

な
い
ん
だ
っ
た
ら
、
変
え
る
方
が
コ
ス
ト

が
大
き
い
の
が
実
態
だ
と
思
っ
て
い
る
の

で
。
費
用
面
も
職
員
の
負
担
も
。

お
お
～
、
エ
コ
で
す
ね
。

も
ち
ろ
ん
、
今
、
個
人
送
信
用
に
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
シ
ス
テ
ム
を
改
修
し
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
そ
う
い
う
の
は
積
極
的
に

や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
制

度
も
変
わ
り
ま
す
し
、
利
用
者
の
方
に

と
っ
て
も
期
待
値
が
高
い
。
で
も
、
そ
う

で
も
な
い
こ
と
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
一
方
で
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
や
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
か

な
い
と
提
供
元
の
サ
ポ
ー
ト
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
と
い
う
事
情
も
あ
る
の
で
難
し

い
で
す
が
。

◆　
◆　
◆

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
課
で
は

ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。利用者用端末等のリプレース作業の様子
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大
学
で
は
経
済
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
た
ん

で
す
よ
ね
？

す
ご
く
戸
惑
い
ま
し
た
。最
初
は
外
交
を
、

そ
の
あ
と
安
全
保
障
を
担
当
し
ま
し
た
。

個
人
の
論
文
と
し
て
は
１
本
書
い
た
だ
け

で
す
。
た
だ
、
専
攻
と
は
異
な
る
分
野
で

も
、
課
長
や
先
輩
の
指
導
で
、
依
頼
調
査

に
的
確
に
回
答
で
き
る
。
当
館
が
質
の
高

い
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
ん

だ
な
と
い
う
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
に
な
ん
と
か
追

い
つ
く
の
に
必
死
で
し
た
（
笑
）。

そ
の
あ
と
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部
サ
ー
ビ

ス
企
画
課
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
画
係
で
は
ど

ん
な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。
利

用
者
向
け
シ
ス
テ
ム
の
担
当
で
す
よ
ね
。

電
子
情
報
部
が
シ
ス
テ
ム
の
業
者
さ
ん
寄

り
の
部
分
と
、
サ
ー
ビ
ス
部
門
と
の
間
に

立
っ
て
い
る
と
す
る
と
、
サ
ー
ビ
ス
企
画

課
は
サ
ー
ビ
ス
部
門
全
体
の
と
り
ま
と
め

で
す
。
あ
と
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
基
本

計
画
を
取
り
ま
と
め
る
の
も
、
こ
こ
の
係

の
仕
事
で
す
。

利
用
者
向
け
シ
ス
テ
ム
の
中
で
は
、
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
担
当
し
て
い
ま
し
た
。
電

子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
契
約
は
収
集
企
画
係
が

担
当（

２
）し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
記
事
な

ど
い
ろ
ん
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
り
ま
す

が
、
全
文
を
収
録
し
て
い
る
ジ
ャ
ー
ナ

ル
、
雑
誌
な
ど
論
文
単
位
で
記
事
が
あ
る

も
の
は
、
求
め
る
論
文
が
ど
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
に
入
っ
て
い
る
か
探
す
の
が
大
変
な
ん

で
す
。
そ
の
辺
を
わ
か
り
や
す
く
検
索
す

る
た
め
の
仕
組
み
を
運
用
し
て
い
ま
す
。

雑
誌
名
で
検
索
で
き
て
便
利
で
す
。

ほ
か
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
利
用
動

向
調
査
で
す
ね
。
平
成
30
年
１
月
に
新
し

い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
か
ら
デ
ー
タ
が

い
ろ
い
ろ
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ん
で

す
。
そ
れ
を
分
析
し
て
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と

め
た
り
し
て
。
例
え
ば
、
館
内
閲
覧
の
人

気
ア
イ
テ
ム
ラ
ン
キ
ン
グ
。
館
内
複
写
や

遠
隔
複
写
の
ラ
ン
キ
ン
グ
、
国
立
国
会
図

書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
タ
イ
ト
ル
や
著
者

名
な
ど
の
検
索
項
目
の
使
用
頻
度
、
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
結
局
ど
れ
が
人
気
な
の

か
、
と
か
。

国
立
国
会
図
書
館
の
１
０
０
年
史
編
さ
ん

の
時
は
詳
細
な
分
析
が
で
き
そ
う
で
す

ね
。

来
館
サ
ー
ビ
ス
の
抽
選
予
約
制
の
た
め
に

抽
選
の
仕
組
み
も
作
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
フ
ォ
ー
ム
か
ら
デ
ー
タ

を
持
っ
て
き
て
、
乱
数
で
当
選
者
を
決
定

し
ま
す
。
コ
ロ
ナ
対
応
に
つ
い
て
も
、
利

用
動
向
分
析
の
一
環
で
い
ろ
い
ろ
な
レ

ポ
ー
ト
を
館
内
の
会
議
に
提
出
し
ま
し

た
。

抽
選
の
上
限
数
な
ど
の
検
討
材
料
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
経
済
学
を
学
ん
で

こ
ら
れ
て
、
本
領
発
揮
と
い
う
感
じ
で
す

か
。

経
済
学
部
に
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
計
量
的

な
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
も
多
か
っ
た
の

で
、
も
と
も
と
馴
染
み
深
い
分
野
だ
っ
た

の
か
な
。
利
用
動
向
調
査
で
は
統
計
的
手

法
を
用
い
た
テ
ク
ニ
カ
ル
な
分
析
を
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
が
、
見
せ
方

と
か
、
デ
ー
タ
を
ど
う
い
う
単
位
で
ま
と

め
る
と
よ
い
か
と
い
う
考
え
方
は
培
わ
れ

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
学
院
で
は
修
士
論
文
で
研
究
科
長
賞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
数
理
モ
デ
ル
を
考
え

て
論
理
的
に
検
討
を
進
め
て
い
く
と
い
う

修
士
論
文
の
作
成
作
業
は
、
思
考
の
訓
練

と
し
て
役
に
立
っ
た
の
か
な
と
は
思
い
ま

す
ね
。
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
の

仕
事
と
し
て
も
、
今
や
っ
て
い
る
仕
事
と

し
て
も
。

大
学
院
修
了
後
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

会
社
に
就
職
さ
れ
て
、
そ
れ
を
な
ぜ
や
め

よ
う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
。

５
年
く
ら
い
い
ま
し
た
が
、
や
っ
ぱ
り
ど

う
し
て
も
忙
し
か
っ
た
の
で
。
自
分
の
時

間
が
ほ
し
い
な
、
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

働
き
た
い
な
っ
て
い
う
の
を
ず
っ
と
思
っ

て
い
て
。
案
件
に
よ
り
ま
す
が
、
だ
い
た

い
終
電
く
ら
い
ま
で
は
働
い
て
い
ま
し

た
。

毎
日
で
す
か
!?

忙
し
い
と
き
に
は
タ
ク
シ
ー
で
帰
る
こ
と

も
週
に
２
、３
回
は
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
日
中
は
自
分
の
オ
フ
ィ
ス
で
考
え

る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な
く
て
、
い
ろ
い

ろ
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
話
を
聞
い
て
、
ク
ラ

館内でもオンラインで打ち合わせ

（2）本誌2022年1月号参照
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イ
ア
ン
ト
が
夕
方
く
ら
い
に
な
っ
て
落
ち

着
き
始
め
た
頃
に
、
翌
日
の
た
め
の
資
料

を
作
っ
た
り
と
か
そ
う
い
う
動
き
が
多

か
っ
た
で
す
。

も
と
か
ら
図
書
館
は
よ
く
行
っ
て
た
の

で
、
図
書
館
で
働
け
る
と
い
い
の
か
し
ら

ん
、
あ
、
国
立
国
会
図
書
館
が
あ
る
じ
ゃ

ん
！　

と
（
笑
）。

◆　
◆　
◆

ス
ポ
ー
ツ
が
お
好
き
だ
と
か
。
今
取
り
組

ま
れ
て
い
る
も
の
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
。

ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も

が
生
ま
れ
る
前
は
毎
朝
５
㎞
走
っ
た
り
、

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
大
会
に
も
参
加
し
た
り

し
て
ま
し
た
。
今
は
子
ど
も
が
５
歳
と
２

歳
な
の
で
、
な
か
な
か
走
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
も
あ
っ
て
大
会
自
体
も

少
な
い
で
す
し
。
少
し
で
も
走
ろ
う
と

思
っ
て
、
な
ん
と
か
週
に
１
、２
回
く
ら

い
で
す
か
ね
。
だ
い
た
い
８
㎞
く
ら
い
。

８
㎞
！

う
ま
く
妻
が
子
ど
も
を
見
て
く
れ
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
れ
ば
、
秩
父
の
方
に
行
っ
て

低
山
の
縦
走
を
し
た
り
と
か
。
縦
走
っ
て

い
う
の
は
、
い
く
つ
か
低
い
山
を
、
い
ち

い
ち
下
山
し
な
い
で
ま
と
め
て
登
る
こ
と

で
す
。
あ
と
片
道
だ
け
で
す
け
ど
多
摩
湖

に
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
行
っ
て
み
た
り
。

多
摩
湖
ま
で
走
る
ん
で
す
か
？　

そ
こ
ま

で
電
車
で
行
っ
て
、
そ
こ
を
走
る
じ
ゃ
な

く
て
？

多
摩
湖
ま
で
走
っ
て
行
っ
て
、
多
摩
湖
に

つ
い
て
、
や
っ
た
！　

で
、
電
車
で
帰
る

（
笑
）。
そ
れ
が
30
㎞
く
ら
い
。

…
…
！

そ
う
い
う
こ
と
を
す
る
と
気
持
ち
が
リ

セ
ッ
ト
す
る
の
で
。
頑
張
れ
る
よ
う
な
気

が
し
て
き
ま
す
。

今
後
、
国
立
国
会
図
書
館
は
ど
う
あ
る
べ

き
、
ま
た
ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
と

思
い
ま
す
か
。

資
料
を
確
実
に
収
集
し
て
大
切
に
保
存
し

て
い
く
と
い
う
、
こ
の
事
業
は
継
続
で
き

た
ら
い
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。
た
だ
出
版

点
数
は
減
っ
て
い
る
し
、
た
ぶ
ん
、
み
ん

な
が
調
べ
も
の
を
し
よ
う
と
か
、
何
か
情

報
を
得
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
の
紙
の
資

料
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
下
が
っ
て
い
る
。
そ

う
す
る
と
国
内
で
出
版
さ
れ
た
本
を
集
め

て
い
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
れ
や
す

い
国
立
国
会
図
書
館
の
価
値
も
一
緒
に
落

ち
ち
ゃ
う
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
に

抗
う
こ
と
が
で
き
る
と
い
い
な
っ
て
思
い

ま
す
。

図
書
館
資
料
が
あ
く
ま
で
も
ベ
ー
ス
に
あ

る
ん
だ
け
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ

る
有
用
な
情
報
も
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
。
た
と

え
ば
、
各
国
の
軍
事
費
の
比
較
な
ら
、
定

評
が
あ
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
は
い
く
つ
か

あ
っ
て
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ブ
ッ
ク
や
分
析

レ
ポ
ー
ト
な
ん
か
を
出
し
て
い
て
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
は
最
新
の
情
報
が
あ
る
。
そ
う

い
う
も
の
は
と
て
も
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
有

用
で
す
し
、
そ
れ
が
さ
ら
に
校
正
さ
れ
た

り
し
た
も
の
が
紙
で
出
版
さ
れ
て
い
く
わ

け
で
す
け
ど
。

最
前
線
で
有
用
な
情
報
は
ウ
ェ
ブ
に
あ
る

と
い
う
の
が
今
の
実
態
だ
と
思
う
の
で
、

図
書
館
資
料
と
そ
の
あ
た
り
を
意
識
的
に

結
び
つ
け
な
が
ら
、
ガ
イ
ド
で
き
る
と
い

い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
た
だ
い
た
ず
ら

に
情
報
発
信
を
し
て
い
け
ば
い
い
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
て
、
よ
り
レ
ベ
ル
の
高
い

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
が
で
き
る
よ
う
な
、
そ
う

い
う
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

（左）埼玉の彩湖マラソン、（右）石垣島マラソン
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調
査
及
び
立
法
考
査
局
が
令
和
３
年
度
に
行
っ
た
調

査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
果
と
し
て
、
報
告
書
を
刊
行

し
ま
し
た

【
総
合
調
査
】

『
変
化
す
る
国
際
環
境
と
総
合
安
全
保
障
』（
調
査
資
料

２
０
２
１
‐
３
）

　

我
が
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
は
、
大
き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
経
済
的
相
互
依
存
が
深
ま
る
一
方
で
、
国
家
間

の
競
争
や
対
立
が
顕
在
化
し
、
軍
事
的
な
脅
威
だ
け
で
は
な
く
、
非
軍

事
的
な
脅
威
も
一
国
の
経
済
・
社
会
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
総
合
調
査
で
は
、
こ
の
よ
う
な
脅
威
の
多
様

化
に
対
応
し
た
安
全
保
障
の
在
り
方
を
「
総
合
安
全
保
障
」
と
呼
び
、

安
全
保
障
概
念
、ス
イ
ス
連
邦
憲
法
に
お
け
る
安
全
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
、
通
貨
間
競
争
、
公
共
事
業
の
事
業
評
価
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
、
技
術
流
出
防
止
、
中
国
の
国
家
安
全
、
議
会
に
よ
る
情
報

機
関
監
視
の
９
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
査
・
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

【
科
学
技
術
に
関
す
る
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】

『
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
―
最
前
線
で
生
じ
つ
つ
あ
る
課
題
と
展
望

―
』（
調
査
資
料
２
０
２
１
‐
４
）

　

本
報
告
書
は
、
令
和
３
年
９
月
24
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
し
た
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
―
最
前
線
で
生
じ
つ
つ
あ
る
課
題
と
展

望
―
」
の
記
録
集
で
す
。
近
年
、
応
用
や
社
会
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
題
材
と
し
、
技
術
、
バ
イ
オ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
知
的

財
産
権
、
倫
理
等
の
様
々
な
観
点
か
ら
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
ゲ

ノ
ム
編
集
技
術
の
社
会
実
装
を
め
ぐ
る
課
題
を
多
面
的
に
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。
立
川
雅
司
氏
、
江
面
浩
氏
、
山
本
一
彦
氏
、

橋
本
一
憲
氏
、
三
成
寿
作
氏
、
藤
木
篤
氏
に
よ
る
報
告
、
中
村
崇
裕
氏

に
よ
る
コ
メ
ン
ト
に
加
え
て
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
記
録
及

び
立
川
雅
司
氏
に
よ
る
解
説
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
脱
炭
素
社
会
の
技
術
と
諸
課
題
』（
調
査
資
料
２
０
２
１
‐
５
）

　

人
類
の
活
動
に
由
来
す
る
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、

21
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
二
酸
化
炭
素
の
排
出
を
正
味
ゼ
ロ
と
し
（
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
）、
世
界
の
平
均
気
温
の
上
昇
を
１
・
５
℃
未
満
に

抑
え
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

目
指
す
に
当
た
っ
て
は
、
脱
炭
素
化
の
科
学
技
術
と
そ
れ
を
支
え
る
法

律
・
制
度
・
政
策
が
鍵
と
な
り
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、
社
会
の
脱
炭

素
化
に
向
け
た
技
術
の
概
要
と
評
価
、
研
究
開
発
の
動
向
と
関
連
施
策
、

技
術
を
社
会
実
装
す
る
た
め
の
諸
課
題
等
に
つ
い
て
、
研
究
の
最
前
線

に
お
ら
れ
る
学
識
経
験
者
の
方
々
に
も
参
画
い
た
だ
き
な
が
ら
、
分
析
・

整
理
を
試
み
ま
し
た
。

『
量
子
情
報
技
術
』（
調
査
資
料
２
０
２
１
‐
６
）

　

量
子
情
報
技
術
は
、
量
子
力
学
と
情
報
科
学
の
融
合
分
野
で
あ
る
量

子
情
報
科
学
に
立
脚
し
た
「
量
子
２
・
０
」
と
も
呼
ば
れ
る
エ
マ
ー
ジ

ン
グ
な
技
術
領
域
で
す
。
今
後
、
数
百
年
に
わ
た
っ
て
人
類
が
手
に
す

る
科
学
技
術
の
根
幹
を
量
子
情
報
技
術
が
担
い
、
様
々
な
社
会
課
題
の

解
決
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
報
告
書
で
は
、

量
子
情
報
技
術
の
基
本
的
な
性
質
及
び
歴
史
的
経
緯
を
整
理
す
る
と
と

も
に
、そ
の
中
核
技
術
（
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、量
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
等
）
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
関
連
企
業
の
動
向
、
量
子

人
材
育
成
、
資
格
や
特
許
出
願
、
世
界
各
国
の
研
究
開
発
戦
略
・
政
策

な
ど
、
様
々
な
視
点
か
ら
量
子
情
報
技
術
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
分

析
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
報
告
書
を
含
め
、
国
立
国
会
図
書
館
が
国
政
審
議

の
参
考
資
料
と
し
て
作
成
し
た
刊
行
物
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

全
文
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
是
非
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ>
国
会
関
連
情
報>

『
調
査
資
料
』

>

２
０
２
２
年
刊
行
分

　

h
ttp

s://w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

/jp
/d

ie
t/p

u
b

lica
tio

n
/

docum
ent/2022/index.htm

l

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
５
号

民
事
訴
訟
手
続
の
Ｉ
Ｔ
化
の
動
向
と
課
題

軍
事
行
動
と
議
会
の
役
割
―
米
国
に
お
け
る
９
・
11
後
の
武
力
行
使

承
認
決
議
（
Ａ
Ｕ
Ｍ
Ｆ
）
を
め
ぐ
る
論
争
―

国
際
法
の
観
点
か
ら
見
た
人
権
と
制
裁
を
め
ぐ
る
議
論
―
国
連
総
会

で
の
一
方
的
強
制
措
置
等
に
関
す
る
議
論
を
中
心
に
―

欧
米
10
か
国
の
歴
代
政
権
及
び
政
権
政
党
（
資
料
）
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外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
９
１
号

欧
州
気
候
法
―
気
候
中
立
（
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
実
質
ゼ
ロ
）
目

標
の
法
定
化
―

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
お
け
る
生
理
用
品
の
無
償
提
供
に
関
す
る
法
律

フ
ラ
ン
ス
の
生
命
倫
理
に
関
す
る
法
律
の
改
正

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス　

３
５
１
号

論
文
公
開
手
段
と
し
て
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
有
効

性
文
部
科
学
省
「
学
校
図
書
館
の
現
状
に
関
す
る
調
査
」
結
果
の
経
年

変
化
と
課
題

<

動
向
レ
ビ
ュ
ー>

く
ず
し
字
資
料
の
解
読
を
支
援
す
る
デ
ジ
タ
ル
技
術

“Controlled D
igital Lending”

を
巡
る
動
向:

Ｃ
Ｄ
Ｌ
に
羽
化
し
た

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
理
念
と
米
国
出
版
界
の
主
張

文
化
機
関
に
お
け
る
３
次
元
計
測
・
記
録
デ
ー
タ
の
管
理
・
公
開
の

意
義
と
課
題

日
本
図
書
館
協
会

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

図
書
館
調
査
研
究
リ
ポ
ー
ト
Ｎ
ｏ
．
19
『
公
立
図

書
館
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（CO
VID
-19

）
へ
の
対
応
』
を
刊
行
し
ま
し
た

　　

令
和
３
年
度
に
、
公
益
社
団
法
人
日
本
図
書
館
協
会
の
協
力

を
得
て
実
施
し
た
「
図
書
館
及
び
図
書
館
情
報
学
に
関
す
る
調

査
研
究
」
の
成
果
を
ま
と
め
、
令
和
４
年
２
月
に
標
記
の
報
告

書
を
刊
行
し
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
全
文
を
ご
覧
に
な
れ

ま
す
。

　

こ
の
調
査
研
究
で
は
、令
和
３
年
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
、

国
内
の
全
公
立
図
書
館
を
対
象
と
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
項
目
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
状
況
（
閉
館
、
感
染
拡
大
防
止
策
、
非

来
館
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
）
で
あ
り
、
２
、０
７
５
館
か
ら

回
答
を
得
ま
し
た
。

　

報
告
書
に
は
、
回
答
の
分
析
に
加
え
、
ご
回
答
頂
い
た
図
書

館
の
う
ち
３
館
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
成
果
等

も
収
録
し
て
い
ま
す
。

第
36
回
納
本
制
度
審
議
会

　

２
月
28
日
、
第
36
回
納
本
制
度
審
議
会
が
開
催
さ
れ
、
審
議

会
委
員
11
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
代
償
金
部
会
の
審
議
経
過
に
つ
い
て
奥
邨
弘

司
部
会
長
か
ら
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
事
務
局
か
ら
、
有

償
等
オ
ン
ラ
イ
ン
資
料
の
制
度
収
集
開
始
に
向
け
た
進
捗
等
に

つ
い
て
報
告
を
行
い
、
質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

納
本
制
度
審
議
会
委
員

（
五
十
音
順　

敬
称
略
）（
令
和
３
年
９
月
２
日
現
在
）

会
長

　

斎
藤　

誠　
　
　

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授

会
長
代
理

　

植
村　

八
潮　
　

専
修
大
学
文
学
部
教
授

委
員

　

伊
藤　

真　
　
　

弁
護
士

　

江
上　

節
子　
　

武
蔵
大
学
名
誉
教
授

　

江
草　

貞
治　
　

株
式
会
社
有
斐
閣
代
表
取
締
役
社
長

　

奥
邨　

弘
司　
　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
務
研
究
科
教
授

　

小
野
寺　

優　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事
長

　

柴
野　

京
子　
　

上
智
大
学
文
学
部
新
聞
学
科
准
教
授

　

仲
俣　

暁
生　
　

公
益
社
団
法
人
日
本
文
藝
家
協
会
電
子
書
籍
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　

検
討
委
員
会
委
員
長

　

根
本　

彰　
　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

　

平
林　

彰　
　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
出
版
取
次
協
会
会
長

　

堀
内　

丸
惠　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
雑
誌
協
会
理
事
長

　

丸
山　

昌
宏　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
新
聞
協
会
会
長

　

村
松　

俊
亮　
　

一
般
社
団
法
人
日
本
レ
コ
ー
ド
協
会
会
長

○
代
償
金
部
会
所
属
委
員

　

 

奥
邨
弘
司
（
部
会
長
）、
江
上
節
子
（
部
会
長
代
理
）、
伊
藤
真
、
小

野
寺
優
、
根
本
彰
、
堀
内
丸
惠
、
村
松
俊
亮

＊
審
議
会
に
関
す
る
情
報
は
、
左
記
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム>

資
料
の
収
集>

納
本
制
度>

納
本
制
度
審
議
会

　

https://w
w

w
.ndl.go.jp/jp/collect/deposit/council/index.htm
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お
も
な
人
事

<

退
職>

令
和
４
年
３
月
31
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
原　

正
敬

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
国
土
交
通
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

修
弘

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
渡　

裕
子

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
渡　

明
弘

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室

主
任　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉　

眞
樹
子

司
書
監　

総
務
部
付　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
嶌　
　

薫
<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
４
年
４
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
主
任
（
専

門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任
）小

池　

拓
自

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
行
政
法
務
調
査
室
主
任

（
専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任
）　
　

 　
　

塩
田　

智
明

専
門
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＃28　関西館 鋸屋根と夕暮れ
photo by Mizuho
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